
韓
国
に
お
け
る
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
と
メ
デ
ィ
ア

朴　
　
　
　

起　
　

兌

【
要
約
】　

本
稿
は
、
先
行
研
究
が
抱
え
る
「
偽
史
言
説
が
広
ま
る
背
景
の
学
際
的
検
討
の
不
足
」
と
「
歴
史
大
衆
化
と
偽
史
批
判
と
の
関
係
性
の
検
討
不

足
」
と
い
う
二
つ
の
課
題
に
応
え
、
韓
国
に
お
け
る
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
を
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
の

変
化
を
軸
に
考
察
す
る
。
偽
史
言
説
が
一
九
九
〇
年
代
に
大
衆
文
学
の
商
業
性
を
取
り
込
み
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
愛
国

主
義
の
高
揚
を
背
景
に
拡
大
し
た
過
程
を
分
析
し
た
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
次
第
に
多
く
の
人
々
が
偽
史
言
説
の
消
費
者
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
生
産
者
と
し
て
も
関
与
す
る
と
い
う
一
貫
し
た
流
れ
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
確
に
し
、
偽
史
言
説
の
批
判
者
と
信
奉
者
の
対
立
が
激
化
し

た
こ
と
も
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
が
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
進
行
し
た
の
か
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
偽
史
言
説
の
変
容
を
長
期
的
視
点
で
捉
え
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
を
動
態
的
に
解
明
し
て
い
る
。	

	
�

史
林　

一
〇
八
巻
一
号　

二
〇
二
五
年
一
月

は　

じ　

め　

に

　

本
稿
の
目
的
は
、
韓
国
に
お
け
る
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
を
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
に
着
目
し
て
検
討
す
る
こ
と

に
あ
る
。
こ
こ
で
「
大
衆
化
」
と
は
、
特
定
の
言
説
や
知
識
が
一
部
の
専
門
家
を
超
え
て
、
広
く
一
般
大
衆
に
共
有
さ
れ
、
消
費
さ
れ
る
こ
と

を
指
す
。
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日
本
に
は
詳
し
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
韓
国
に
も
多
数
の
偽
書
や
偽
史
言
説
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
量
的
に
は
日
本
ほ
ど
多
く
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
、
社
会
全
般
へ
の
影
響
力
は
刮
目
に
値
す
る
。
こ
こ
で
「
偽
書
」

と
は
、
呉
座
勇
一
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
作
者
・
成
立
年
代
・
書
名
な
ど
を
偽
っ
た
書
物
」
を
指
す
。
一
方
、「
偽
史
」
と
は
、
小
澤
実
が

述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
近
代
学
問
の
承
認
を
経
た
歴
史
に
対
抗
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
物
語
」
を
指
す
。
韓
国
で
は
「
偽
史
言
説
」

と
い
う
表
現
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、「
類
似
歴
史
学
」
ま
た
は
「
似
而
非
歴
史
学
」
が
歴
史
学
界
を
中
心
に
二
〇
一
〇
年
代
か
ら
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
意
味
と
用
法
は
日
本
の
「
偽
史
言
説
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。
偽
史
言
説
の
信
奉
者
た
ち
は
、
歴
史
学
の
名
を
借
り
て
「
嘘
」

を
「
真
実
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
主
張
し
、
一
般
大
衆
を
欺
く
だ
け
で
な
く
、
研
究
者
や
学
界
に
も
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
こ
れ

に
対
す
る
歴
史
学
界
の
問
題
意
識
と
危
機
感
が
、
二
つ
の
用
語
に
強
く
内
包
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
現
代
の
韓
国
で
は
日
本
の
「
偽
史
言
説
」
に
相
当
す
る
言
葉
と
し
て
、
歴
史
学
と
の
対
立
関
係
を
前
提

と
し
た
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
偽
史
言
説
が
「
大
衆
化
」
さ
れ
、
社
会
全
般
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
事
実
が
あ
る
。
実
際
、「
歴
史
大
衆
化
」
に
関
す
る
議
論
（
二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ウ
ク
に
よ
っ
て
そ
の
事
実
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
韓
国
に
お
い
て
「
歴
史
大
衆
化
」
と
は
、
研
究
者
な
ど
の
専
門
家
に
よ
っ
て
検
証
・
生
産
さ
れ
た
歴
史
関
係
の
知
識
や
物
語
を

専
門
家
で
は
な
い
大
衆
に
広
く
発
信
・
共
有
す
る
行
為
を
指
す
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
こ
の
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
大
衆
向
け
の
文
章
、

文
学
作
品
、
ド
ラ
マ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ど
、
歴
史
コ
ン
テ
ン
ツ
を
大
衆
が
受
容
し
消
費
す
る
に
至
る
一
連
の
過
程
と
実
践
を
も
含
む
概

念
で
も
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
偽
史
言
説
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
ド
ラ
マ
な
ど
も
歴
史
関
係
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
り
得
る
が
、
そ
れ
は
歴
史

学
界
で
想
定
す
る
「
大
衆
化
」
の
対
象
に
は
含
ま
れ
な
い
。
学
界
で
想
定
す
る
「
歴
史
大
衆
化
」
は
、
専
門
家
に
よ
る
検
証
済
み
の
知
識
が
大

衆
に
共
有
さ
れ
る
理
想
的
な
過
程
を
指
す
の
に
対
し
、
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
は
、
未
検
証
ま
た
は
誤
っ
た
歴
史
知
識
と
歴
史
関
係
の
物
語

が
広
範
囲
に
浸
透
し
、
時
に
「
正
し
い
歴
史
」
と
し
て
受
容
さ
れ
る
現
象
を
意
味
す
る
。「
歴
史
大
衆
化
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
い
わ
ゆ
る

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
も
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
が
急
激
に
変
化
し
、
歴
史
資
料
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
一
九

①
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九
〇
年
代
以
降
、
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
歴
史
大
衆
化
」
は
韓
国
の
歴
史
学
界
に
お
け
る
課
題
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
偽
史
言
説
は
早
期
か
ら
「
大
衆

化
」
を
達
成
し
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
本
屋
に
行
っ
て
み
る
と
古
代
史
関
係
の
本
の
七
～
八
割
は
ト
ン
デ
モ
本
で
あ
る
」
状
況
で

「〔
植
民
地
期
以
降
〕
歴
史
学
を
通
し
て
大
衆
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
き
た
の
は
概
ね
『
似
而
非
歴
史
学
者
』
で
あ
っ
た
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
放
送
さ
れ
た
大
河
ド
ラ
マ
『
淵
蓋
蘇
文
』（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
、
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
七
年
）
や

『
百
済
の
王 

ク
ン
チ
ョ
ゴ
ワ
ン
』（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
一
年
）
な
ど
に
お
い
て
も
、
古
代
韓
国
の
王
朝
が
広
大
な
大
陸
を
支
配
し
て

い
た
強
大
国
で
あ
っ
た
と
い
う
偽
史
言
説
の
強
い
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
に
は
、
大
衆
が
消
費
す
る
歴
史

コ
ン
テ
ン
ツ
に
偽
史
言
説
が
多
数
混
入
し
、
そ
れ
が
「
正
し
い
歴
史
」
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
現
象
が
著
し
く
見
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
偽

史
言
説
は
、
歴
史
学
界
が
危
機
感
を
感
じ
る
ほ
ど
、
書
物
と
テ
レ
ビ
な
ど
と
い
う
主
流
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
積
極
的
か
つ
広
範
に
発
信
・
受

容
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
く
つ
か
の
疑
問
が
浮
か
び
上
が
る
。
韓
国
で
偽
史
言
説
は
ど
の
よ
う
に
い
ち
早
く
「
大
衆
化
」
を
達
成
し
た
の
か
。
そ
し
て
そ
の

過
程
で
必
ず
関
わ
っ
て
く
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
の
検
討
で
も
言
及
す
る
が
、

ま
だ
本
格
的
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
の
が
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年

代
に
至
る
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
の
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
韓
国
の
民
主
化
と
経
済
成
長
が
達
成
さ
れ
、
大
衆
文
化
の
発

達
と
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
に
加
え
、
Ｐ
Ｃ
通
信
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
い
う
前
代
未
聞
の
変
革
は
す
べ
て
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
た
出

来
事
で
あ
る
。
最
初
に
述
べ
た
本
稿
の
目
的
は
こ
の
よ
う
な
背
景
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

本
論
で
は
、
ま
ず
韓
国
の
偽
史
言
説
に
関
す
る
先
行
研
究
を
検
討
し
、
そ
の
意
義
と
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
本
研
究
の
位
置
付
け
を
明
確

に
す
る
。
次
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
大
衆
文
学
と
二
〇
〇
〇
年
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
、
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」

を
詳
細
に
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
を
検
討
対
象
と
す
る
理
由
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
偽
史
言
説
の
消
費
及

⑤

⑥
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び
再
生
産
の
過
程
を
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
韓
国
の
偽
史
言
説
が
ど
の
よ
う
な
背
景
と
方
法
で
「
大
衆
化
」
を
遂
げ
た

の
か
、
ま
た
そ
の
意
義
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
た
い
。
こ
の
よ
う
な
検
討
を
通
じ
て
、
韓
国
の
偽
史
言
説
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
偽
史
言
説
に

つ
い
て
も
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
韓
国
の
偽
史
言
説
は
日
本
・
中
国
と
の
歴
史
的
関
係
を
踏
ま
え
な
け
れ

ば
理
解
で
き
ず
、『
桓
檀
古
記
』
な
ど
の
偽
書
は
日
本
の
偽
史
言
説
と
直
接
的
に
繋
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
偽
史
言
説
の
広
が
り
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
言
説
の
「
生
産
と
消
費
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
。
こ
こ
で
「
言
説
の
生

産
」
と
は
、
特
定
の
視
点
や
目
的
を
持
つ
発
信
者
が
情
報
を
形
作
り
、
共
有
す
る
過
程
を
指
し
、「
消
費
」
は
、
受
け
手
が
そ
の
情
報
を
ど
の

よ
う
に
解
釈
し
、
再
構
築
し
な
が
ら
受
容
す
る
か
を
意
味
す
る
。
特
に
偽
史
言
説
に
お
い
て
は
、
生
産
と
消
費
が
相
互
に
影
響
し
合
い
、
偽
史

言
説
が
繰
り
返
し
再
生
産
さ
れ
る
様
相
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
韓
国
の
人
名
と
出
版
社
名
と
し
て
漢
字
の
表
記
が
確
認
で
き
る
場
合
は
漢
字
で
、
漢
字
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
固
有
語

で
あ
る
場
合
に
は
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
引
用
し
た
史
料
の
う
ち
、
本
稿
の
筆
者
が
表
記
の
内
容
を
補
う

た
め
加
筆
し
た
部
分
や
省
略
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
亀
甲
括
弧
内
に
記
し
た
。

呉
座
勇
一
「
歴
史
学
界
と
偽
書　

『
甲
陽
軍
鑑
』
を
事
例
に
」（『
ユ
リ
イ
カ
』

令
和
二
年
一
二
月
号
、
青
土
社
、
二
〇
二
〇
年
）
五
四
頁
。

小
澤
実
「
偽
史
言
説
研
究
の
射
程
」（
同
編
『
近
代
日
本
の
偽
史
言
説
』
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
七
年
）
三
頁
。

「
類
似
歴
史
学
」
ま
た
は
「
似
而
非
歴
史
学
」
と
い
う
言
葉
は
、
英
語
の

Pseudohistory

の
訳
語
で
も
あ
る
。
キ
・
キ
ョ
ン
リ
ャ
ン
「
韓
国
に
お
け
る
類

似
歴
史
学
の
特
性
と
歴
史
歪
曲
の
方
式
」（『
江
原
史
学
』
三
〇
号
、
江
原
史
学
会
、

二
〇
一
八
年
）
八
四
頁
。

ジ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ウ
ク
「
欲
望
す
る
歴
史
を
い
か
に
受
け
入
れ
る
べ
き
か
─
『
似

而
非
歴
史
学
』
批
判
」（
若
い
歴
史
学
者
の
会
『
韓
国
古
代
史
と
似
而
非
歴
史

学
』
歴
史
批
評
社
、
二
〇
一
七
年
）
二
九
六
頁
。

キ
・
キ
ョ
ン
リ
ャ
ン
（
同
前
）
二
八
七
頁
。

注
④
と
同
じ
。

イ
・
ム
ン
ヨ
ン
は
、
植
民
地
期
に
流
行
っ
て
い
た
偽
史
言
説
や
思
想
が
『
桓
檀

古
記
』
に
影
響
を
与
え
た
た
め
、
日
本
の
作
家
で
あ
る
鹿
島
曻
が
そ
れ
に
着
目
し
、

『
桓
檀
古
記
』
を
翻
訳
し
て
日
本
に
紹
介
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
イ
・
ム

ン
ヨ
ン
「『
桓
檀
古
記
』
の
成
立
背
景
と
起
源
」（『
歴
史
批
評
』
一
一
八
号
、
歴

史
批
評
社
、
二
〇
一
七
年
）
六
四
～
六
五
頁
。
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第
一
章　

韓
国
に
お
け
る
偽
史
言
説
研
究
の
流
れ

第
一
節　

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
偽
史
言
説
研
究
と
そ
の
背
景

　

韓
国
の
偽
史
言
説
研
究
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
檀
君
朝
鮮
の
歴
史
を
詳
述
し
、
そ
の
精
神
文
化
と
民
族
意
識
を

強
調
し
た
『
揆
園
史
話
』（
北プ

ゲ
ノ
イ
ン

崖
老
人
の
一
六
七
五
年
作
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
偽
書
と
判
明
）
に
関
す
る
批
判
が
宋

ソ
ン
・
チ
ャ
ン
シ
ク

贊
植
「
偽
書
弁
」（
一
九
七
七

年
）
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
宋
贊
植
は
史
料
批
判
の
必
要
性
を
強
調
し
、『
揆
園
史
話
』
の
記
述
が
植
民
地
期
の
大
倧
教
系
の
言
説
と
酷
似

し
て
い
る
点
、
そ
し
て
『
揆
園
史
話
』
の
「
解
題
」
に
、
六
九
八
年
に
渤
海
を
建
国
し
た
高
王
・
大テ

・
ジ
ョ
ヨ
ン

祚
榮
の
弟
で
あ
る
大テ

・
ヤ
バ
ル

野
勃
の
著
作
と
い
う

偽
書
『
檀
奇
古
史
』
が
朝
鮮
時
代
の
著
作
と
い
う
『
揆
園
史
話
』
を
潤
色
し
た
と
記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、『
揆
園
史
話
』
が
後
代
の
偽
作
で

あ
る
と
主
張
し
た
。

　

本
格
的
に
偽
史
言
説
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
の
偽
史
言
説
の
中
心
的
存
在
と

な
っ
た
『
桓
檀
古
記
』
の
登
場
（
漢
文
本
は
一
九
七
九
年
の
光
吾
理
解
社
版
、
一
九
八
三
年
の
倍
達
義
塾
版
が
あ
り
、
韓
国
語
訳
は
一
九
八
六
年
に
精
神
世

界
社
が
出
版
）
と
、
そ
の
内
容
が
社
会
一
般
に
広
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
歴
史
学
界
も
反
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
偽
史
言
説
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
韓
国
の
上
古
史
は
光
栄
に
満
ち
て
お
り
、
歴
史
・
考
古
学
の
通
説
よ
り
も
遙
か
に
古
い
時

代
に
、
韓
民
族
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
先
進
文
明
と
帝
国
が
存
在
し
、
他
の
民
族
を
圧
倒
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
後
に
登
場
す
る
「
大

陸
三
国
説
」
も
、
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
の
領
土
の
ほ
と
ん
ど
が
朝
鮮
半
島
で
は
な
く
中
国
の
黄
河
中
下
流
域
や
長
江
中
下
流
域
、
そ
し
て
中

国
の
東
北
地
方
（
満
州
）
に
あ
っ
た
と
主
張
し
て
お
り
、『
桓
檀
古
記
』
に
由
来
す
る
偽
史
言
説
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、『
桓
檀
古
記
』
が
登
場
す
る
前
に
も
偽
史
言
説
が
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
偽
史
言
説
を
主
張
す
る
側
と
歴
史
学
界

は
激
し
い
対
立
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
、
学
術
研
究
よ
り
も
討
論
や
声
明
書
の
形
で
反
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
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た
。
例
え
ば
、
一
九
七
三
年
六
月
二
三
日
、
朴パ

ク
・
ジ
ョ
ン
ヒ

正
熙
政
権
が
「
民
族
中
心
歴
史
教
育
実
施
」
を
目
的
と
し
て
歴
史
教
科
書
の
国
定
化
を
宣
言
し

た
際
、
歴
史
学
界
と
教
育
界
が
批
判
的
な
態
度
を
示
し
た
。
ま
た
、
一
九
七
八
年
九
月
二
九
日
、
歴
史
取
り
戻
し
協
議
会
が
民
族
主
義
的
な
偽

史
言
説
に
基
づ
い
て
教
科
書
を
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
と
国
家
を
訴
え
た
。
そ
れ
に
強
く
反
発
し
た
歴
史
学
界
は
、
一
九
七
八
年
一
一
月
二
三
日

に
声
明
書
を
発
表
し
た
。
こ
の
声
明
書
に
は
、
協
議
会
の
主
張
が
非
科
学
的
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
学
界
は
そ
の
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な
主
張
を
無

視
し
て
き
た
も
の
の
、
も
は
や
そ
の
ま
ま
放
置
で
き
な
い
ほ
ど
協
議
会
が
国
民
を
誤
導
し
て
い
る
と
い
う
現
実
認
識
と
危
機
感
が
込
め
ら
れ
て

い
た
。

　

一
九
八
〇
年
に
は
、
文
教
部
（
現
在
の
教
育
部
）
に
よ
る
第
四
次
教
育
課
程
の
改
定
作
業
の
開
始
に
伴
い
、
大
韓
民
国
の
初
代
文
教
部
長
官

と
し
て
李イ

・
ス
ン
マ
ン

承
晩
政
権
の
政
治
理
念
で
あ
っ
た
「
一
民
主
義
」
を
思
想
的
に
支
え
た
安ア

ン
・
ホ
サ
ン

浩
相
な
ど
「
在
野
史
学
」
の
中
心
人
物
た
ち
は
、
教
科
書

に
偽
史
言
説
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
一
九
八
一
年
八
月
三
一
日
に
「
国
史
教
科
書
の
内
容
の
是
正
要
求
に
関
す
る
請
願
」
を
提
出
し
、「
植
民

史
観
」
に
基
づ
い
た
教
科
書
の
廃
棄
と
、
偽
史
言
説
の
内
容
が
反
映
さ
れ
た
教
科
書
の
執
筆
を
要
求
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
一
年
一
一
月

二
六
、
二
七
日
に
国
会
で
公
聴
会
が
開
か
れ
た
が
、「
在
野
史
学
者
」
た
ち
の
主
張
が
国
会
議
員
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
、
文

教
部
で
実
務
を
担
当
し
て
い
た
ユ
ン
・
ジ
ョ
ン
ヨ
ン
は
、
公
聴
会
に
出
席
し
た
研
究
者
た
ち
の
一
般
人
向
け
の
発
表
経
験
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
「
在
野
史
学
者
」
た
ち
が
大
衆
向
け
の
メ
デ
ィ
ア
や
大
衆
と
の
接
触
を
通
し
て
多
く
の
支
持
者
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
一
年
一
二
月
三
一
日
に
公
表
さ
れ
た
第
四
次
教
育
課
程
で
は
「
民
族
共
同
体
意
識
の
高
揚
と
国
家
意
識
が
強
調
」
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

シ
ン
・
ソ
ン
へ
（
二
〇
一
九
年
）
は
第
四
次
教
育
課
程
の
古
朝
鮮
（
本
稿
で
は
檀
君
に
よ
っ
て
建
国
さ
れ
た
と
い
う
、
紀
元
前
の
「
檀
君
朝
鮮
」
を
意

味
す
る
）
と
漢
四
郡
関
係
の
記
述
に
偽
史
言
説
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
イ
・
ジ
ョ
ン
ビ
ン
（
二
〇
一
八
年
）
は
、
一
九
八

七
年
の
「
国
史
教
科
書
編
纂
準
拠
案
」
に
国
粋
主
義
者
た
ち
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
し
た
上
で
、
第
三
次
教
育
課
程
ま
で
に
は
具
体
的
で
あ
っ

た
漢
四
郡
の
記
述
を
簡
略
化
す
る
な
ど
、
第
五
次
教
育
課
程
（
高
等
学
校
は
一
九
九
〇
年
～
一
九
九
五
年
）
を
経
て
第
七
次
教
育
課
程
（
高
等
学
校

①

②
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は
二
〇
〇
二
年
以
降
に
実
施
。
そ
の
後
、
随
時
教
育
課
程
改
定
体
制
に
移
行
）
に
ま
で
そ
の
影
響
が
及
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。
第
四
次
教
育
課
程
以
降
、

偽
史
言
説
は
主
に
民
族
主
義
的
な
記
述
の
強
化
と
い
う
形
で
一
定
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
四
郡
が
遼
寧

省
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
偽
史
言
説
が
第
四
次
教
育
課
程
で
は
注
釈
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
第
七
次
教
育
課
程
ま
で
の
歴
史
教

科
書
に
そ
の
主
張
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
次
第
に
漢
四
郡
に
つ
い
て
詳
述
す
る
形
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
歴
史
学
界
と
偽

史
言
説
の
対
立
の
最
前
線
で
あ
っ
た
学
校
教
育
に
お
い
て
、
偽
史
言
説
が
優
位
を
占
め
、
歴
史
教
科
書
を
通
じ
て
普
遍
的
に
発
信
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
歴
史
学
界
も
古
朝
鮮
を
中
心
と
し
た
偽
史
言
説
の
拡
散
に
対
し
、
よ
り
積
極
的
に
研
究
成
果
を
発
表
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。『
桓
檀
古
記
』
の
公
開
後
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で
の
六
年
間
に
一
一
本
の
論
稿
が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
か
ら
偽
史
言
説
を
積
極
的
に
批
判
し
、
史
料
批
判
の
根
拠
を
整
理
し
た
趙ジ

ョ
・
イ
ン
ソ
ン

仁
成
（
二
〇
一
七
年
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
『
揆
園
史
話
』
に
関
し
て
は
、
韓ハ

ン
・
チ
ユ
ン

致
奫
他
『
海
東
繹
史
』（
一
八
二
三
年
）
の
文
章
と
論
拠
が
見
ら
れ
た
り
、
英
語
のCulture

の
訳
語
と

し
て
の
「
文
化
」
の
用
例
が
確
認
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
偽
書
で
あ
る
証
拠
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。
一
方
、『
檀
奇
古
史
』
は
渤
海
の
歴
史
書

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
独
立
運
動
家
の
李イ

・
ク
ァ
ン
グ

觀
求
に
よ
っ
て
一
九
四
五
年
以
降
に
書
か
れ
た
『
言
行
録
』
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
な
ど
、
一
九
四
〇
年
代
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
古
朝
鮮
時
代
に
機
械
工
場
、
飛
行
機
、
潜
水
艦
な
ど
が
存
在
し
て
い
た

と
い
う
記
述
か
ら
も
、
そ
の
信
憑
性
は
極
め
て
低
い
と
言
え
る
。
最
後
に
『
桓
檀
古
記
』
に
関
し
て
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に

活
動
し
た
思
想
家
・
宗
教
家
で
あ
る
桂ケ

・
ヨ
ン
ス

延
壽
が
一
九
一
一
年
に
編
纂
し
、
そ
の
後
、
彼
の
後
継
者
を
名
乗
っ
た
思
想
家
の
李イ

・
ユ
リ
プ

裕
岦
に
渡
さ
れ
、

李
裕
岦
に
よ
っ
て
一
九
七
九
年
に
公
開
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
公
開
の
経
緯
も
不
明
瞭
で
、「
寧
古
塔
」
な
ど
古
代
に
は
存

在
し
な
か
っ
た
は
ず
の
地
名
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
男
女
平
権
」
な
ど
近
代
の
概
念
さ
え
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
近

代
以
降
の
韓
国
が
置
か
れ
た
状
況
の
中
で
芽
生
え
た
歴
史
意
識
や
民
族
主
義
に
基
づ
い
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

史
料
批
判
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
書
物
が
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
の

⑤
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偽
書
や
偽
史
言
説
を
批
判
的
に
論
じ
る
研
究
が
断
続
的
に
発
表
さ
れ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
よ
う
な
活
発
な
研
究
活
動
は
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
む
し
ろ
大
衆
の
偽
史
言
説
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
偽
書
・
偽
史
言
説
を
批
判

的
に
論
じ
る
研
究
の
成
果
も
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
韓
国
史
と
『
桓
檀
古
記
』
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
一
九
九
九

年
一
〇
月
二
日
に
放
送
さ
れ
た
『
歴
史
ス
ペ
シ
ャ
ル
』（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
一
七
日
～
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
三
日
）
の
「
追
跡
！
桓
檀

古
記
熱
風
」
で
は
、
出
演
し
た
歴
史
研
究
者
た
ち
が
一
貫
し
て
『
桓
檀
古
記
』
の
古
代
史
史
料
と
し
て
の
価
値
を
否
定
し
て
お
り
、
そ
の
発
言

は
先
述
し
た
先
行
研
究
の
成
果
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
般
大
衆
向
け
に
書
か
れ
た
金キ

ム
・
サ
ム
ウ
ン

三
雄
『
韓
国
史
を
揺
る
が
し
た
偽
書
』（
人
物

と
思
想
社
、
二
〇
〇
四
年
）
で
も
、『
桓
檀
古
記
』『
揆
園
史
話
』『
檀
奇
古
史
』
が
偽
書
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
彼
が
学
界
の
研
究

成
果
を
積
極
的
に
反
映
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
大
衆
に
影
響
力
を
広
め
て
い
た
偽
史
言
説
や
偽
書
に
対
す
る
真
偽
論
争
が
中
心
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
書
物
に
対
す
る
史
料
批
判
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
偽
史
言
説
を
大
倧
敎
と
の
関
係
で
検
討
す
る
動
き

が
現
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
の
研
究
の
基
礎
は
こ
の
時
期
に
築
か
れ
た
と
言
え
る
。

第
二
節　

二
〇
一
〇
年
代
の
状
況
と
研
究
の
流
れ

　

二
〇
一
〇
年
代
か
ら
、
偽
書
・
偽
史
言
説
に
関
す
る
議
論
が
再
び
活
発
化
し
た
。
特
に
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
研
究
が

活
発
に
行
わ
れ
た
理
由
と
し
て
、
朴パ

ク
・
ク
ネ

槿
恵
政
府
の
歴
史
認
識
に
偽
史
言
説
の
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
朴
槿
恵
政
府
が

推
進
し
た
歴
史
教
科
書
の
国
定
化
は
結
果
的
に
頓
挫
し
た
も
の
の
、
民
族
主
義
が
強
調
さ
れ
た
国
定
教
科
書
最
終
本
（
二
〇
一
七
年
）
の
内
容

に
は
漢
四
郡
の
位
置
な
ど
に
お
い
て
、
偽
史
言
説
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
イ
・
ジ
ョ
ン
ビ
ン
（
二
〇
一
八
年
）
は
、

こ
の
よ
う
な
記
述
と
偽
史
言
説
の
信
奉
者
た
ち
の
活
動
を
、
先
述
し
た
一
九
八
〇
年
代
の
「
古
代
史
波
動
」
の
再
燃
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
偽

史
言
説
の
信
奉
者
た
ち
は
、
三
六
年
ぶ
り
に
教
育
政
策
へ
の
影
響
力
を
再
度
大
規
模
に
拡
大
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
言
え
よ
う
。
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ま
た
、
二
〇
一
六
年
に
植
民
史
学
解
体
国
民
運
動
本
部
の
活
動
に
よ
り
、
東
北
亜
歴
史
財
団
の
「
東
北
ア
ジ
ア
歴
史
地
図
」
事
業
が
中
止
に

追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
偽
史
言
説
関
係
団
体
に
よ
る
歴
史
研
究
・
発
信
活
動
へ
の
妨
害
が
、
歴
史
学
界
の
怒
り
を
買
っ
た
こ
と
も
要
因
で
あ
っ

た
。
偽
史
言
説
の
信
奉
者
だ
け
で
な
く
、
一
部
の
国
会
議
員
（
東
北
亜
歴
史
歪
曲
対
策
特
別
委
員
会
）
が
偽
史
言
説
系
団
体
に
同
調
し
た
こ
と
は
、

歴
史
学
界
、
特
に
若
手
研
究
者
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
た
。

　

二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
偽
書
・
偽
史
言
説
研
究
の
再
活
性
化
を
呼
び
か
け
た
の
は
、『
歴
史
批
評
』
二
〇
一
七
年
春
季
号
の
特
集
「
偽
史
と

偽
書
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
号
の
目
次
を
見
る
と
、
朴
槿
恵
政
府
の
歴
史
認
識
を
標
的
に
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
若
い
歴
史
学
者
の

会
『
韓
国
古
代
史
と
似
而
非
歴
史
学
』（
歴
史
批
評
社
、
二
〇
一
七
年
）
も
こ
の
年
に
出
版
さ
れ
た
。『
歴
史
批
評
』
に
掲
載
さ
れ
た
イ
・
ム
ン
ヨ

ン
「『
桓
檀
古
記
』
の
成
立
背
景
と
起
源
」（
二
〇
一
七
年
）
は
、
真
偽
論
争
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
偽
史
言
説
の

信
奉
者
た
ち
の
歴
史
認
識
や
、
学
界
を
批
判
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
き
た
論
旨
を
批
判
的
に
検
討
し
て
い
る
。
イ
・
ム
ン
ヨ
ン
は
、
偽
史
言

説
の
信
奉
者
に
と
っ
て
歴
史
は
理
念
の
た
め
の
道
具
に
過
ぎ
ず
、
さ
ら
に
彼
ら
が
近
代
日
本
の
国
粋
主
義
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
正
当
化
を
図
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
植
民
史
学
」
の
後
継
者
は
歴
史
学

界
で
は
な
く
、
む
し
ろ
偽
史
言
説
の
信
奉
者
た
ち
で
あ
り
、
現
実
の
歴
史
に
失
望
し
た
人
々
が
虚
構
の
歴
史
に
ロ
マ
ン
を
求
め
て
い
る
と
い
う

の
が
彼
の
論
旨
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
論
稿
は
偽
史
言
説
の
影
響
力
が
強
か
っ
た
当
時
、
そ
の
歴

史
認
識
の
根
幹
を
詳
述
し
た
点
に
意
義
が
あ
る
。
ま
た
、
社
会
に
挫
折
感
が
蔓
延
す
る
と
、
厳
し
い
現
実
へ
の
絶
望
感
を
歴
史
か
ら
補
お
う
と

す
る
現
象
の
原
因
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

イ
・
ム
ン
ヨ
ン
は
「
一
九
六
〇
─
一
九
七
〇
年
代
の
類
似
歴
史
学
の
植
民
史
学
フ
レ
ー
ム
の
創
造
と
そ
の
拡
散
」（
二
〇
一
八
年
）
に
お
い
て
、

朴
正
熙
政
権
に
よ
る
民
族
主
義
の
拡
散
が
偽
史
言
説
の
拡
大
に
影
響
を
与
え
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
壇
史
学
（
歴
史
学
界
）
は

植
民
史
学
で
、
在
野
史
学
（
こ
こ
で
は
偽
史
言
説
を
意
味
）
は
民
族
史
学
で
あ
る
と
い
う
対
立
的
な
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
て
い
く
流
れ
も
詳
述
し

た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
作
者
自
身
が
ブ
ロ
グ
を
中
心
に
一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
偽
史
言
説
を
批
判
し
続
け
、
そ
の
結
果
、
偽
史
言
説
の
信
奉
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者
た
ち
か
ら
強
烈
な
攻
撃
を
受
け
て
き
た
経
験
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
背
景
に
あ
る
点
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
金キ

ム
・
シ
ド
ク

時
徳
「
偽
書
批
判
か
ら
偽
書
研
究
へ
」（
二
〇
一
七
年
）
も
、
イ
・
ム
ン
ヨ
ン
（
二
〇
一
七
年
）
と
同
様
に
『
歴
史
批
評
』
の
特
集

に
掲
載
さ
れ
た
。
金
時
徳
は
韓
国
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
日
本
の
古
史
古
伝
を
紹
介
し
、
両
国
に
お
け
る
偽
書
の
存
在
と
そ
の
背
景
、
さ
ら

に
宗
教
の
影
響
力
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
偽
書
の
誕
生
は
過
去
の
歴
史
や
現
在
の
状
況
に
対
す
る
社
会
的
な
挫
折
感
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
金
時
徳
の
結
論
も
イ
・
ム
ン
ヨ
ン
と
一
致
し
て
い
る
が
、
歴
史
学
の
枠
を
超
え
、
よ
り
広
範
な
視
点
か
ら
偽
書
研
究
の
必
要
性
が
強
調
さ

れ
た
。

　

趙
仁
成
（
二
〇
一
七
年
）
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、『
揆
園
史
話
』『
檀
奇
古
史
』『
桓
檀
古
記
』
が
「
真
書
」
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
根
拠
と

先
行
研
究
を
整
理
し
た
。
史
料
批
判
に
留
ま
ら
ず
、
朝
鮮
、
清
朝
、
倭
国
が
連
合
し
て
中
国
（
漢
）
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
『
揆
園

史
話
』
の
内
容
が
、
戦
前
日
本
の
大
ア
ジ
ア
主
義
に
類
似
し
て
い
る
点
、『
桓
檀
古
記
』
に
日
鮮
同
祖
論
の
影
響
が
見
ら
れ
る
点
か
ら
、
偽
史

言
説
に
「
親
日
」
的
な
性
格
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
過
去
に
は
、
偽
史
言
説
流
行
の
誕
生
と
そ
の
背
景
と
し
て
独
裁
・
権
威
主
義
政

権
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
民
主
化
以
降
に
お
い
て
も
偽
史
言
説
が
依
然
と
し
て
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
社
会
的
背
景

を
検
討
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
真
偽
論
争
は
す
で
に
終
わ
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
は
社
会
学
的
観
点
か
ら
そ
の
背
景
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
韓
国
の
偽
史
言
説
研
究
が
次
の
段
階
に
進
む
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
八
年
に
も
、
重
要
な
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
張

チ
ャ
ン
・
シ
ン

信
「
儒
教
青
年
李
裕
岦
と
『
桓
檀
古
記
』」（
二
〇
一
八
年
）
で
は
、『
桓
檀
古
記
』

を
公
開
し
た
李
裕
岦
の
生
涯
と
履
歴
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
桓
檀
古
記
』
誕
生
の
背
景
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
ま
た
、

イ
・
ム
ン
ヨ
ン
「
幻
作
さ
れ
た
桓
檀
古
記
」（
二
〇
一
八
年
）
で
は
、『
桓
檀
古
記
』
の
創
作
過
程
が
実
証
さ
れ
、
そ
の
成
立
の
全
貌
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。

　

同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
と
し
て
は
、
若
い
歴
史
学
者
の
会
『
韓
国
古
代
史
と
似
而
非
歴
史
学
』（
歴
史
批
評
社
、
二
〇
一
七
年
）
と

イ
・
ム
ン
ヨ
ン
『
類
似
歴
史
学
批
判
』（
歴
史
批
評
社
、
二
〇
一
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
、
一
〇
本
の
論
文
と
対
談
で
構
成
さ
れ
て
お
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り
、
偽
史
言
説
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
有
名
な
偽
史
言
説
に
対
し
て
批
判
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
後
者
で
は
、
韓
国
の

偽
史
言
説
の
始
ま
り
か
ら
「
植
民
史
学
」
と
い
う
枠
組
み
、
さ
ら
に
各
偽
史
言
説
の
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
、
そ

れ
ま
で
の
偽
史
言
説
や
偽
書
に
関
す
る
総
合
的
な
整
理
・
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
韓
国
の
偽
史
言
説
研
究
史
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
る
。

　

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
二
つ
の
課
題
で
あ
る
。
第
一
に
、
真
偽
論
争
は
事
実
上
終
わ
っ
て
い
る
今
、
歴
史

学
を
超
え
た
学
際
的
研
究
を
通
じ
て
、
偽
史
言
説
が
流
行
し
て
偽
書
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
背
景
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
が
ま
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
学
界
の
研
究
成
果
が
偽
史
言

説
の
信
奉
者
た
ち
に
ま
っ
た
く
受
容
さ
れ
ず
、
真
偽
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、「
歴
史
大
衆
化
」
と
偽
史
言
説

へ
の
批
判
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
認
識
し
て
検
討
す
る
作
業
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
実
は
第
一
の
課
題
と
密
接

に
関
連
し
て
い
る
。『
韓
国
古
代
史
と
似
而
非
歴
史
学
』
所
収
の
座
談
会
「
欲
望
す
る
歴
史
を
い
か
に
受
け
入
れ
る
べ
き
か
─
『
似
而
非
歴
史

学
』
批
判
」
を
見
る
と
、
本
書
の
各
著
者
が
専
門
知
識
の
な
い
不
特
定
多
数
の
「
大
衆
」
を
標
的
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
似
而
非
歴

史
学
」
と
い
う
名
称
自
体
が
、
大
衆
に
理
解
さ
れ
や
す
い
よ
う
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
研
究
者
（
ま
た
は
学
界
）
の
学
問
的
な
悩

み
や
成
果
が
、
大
衆
の
考
え
や
立
場
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
偽
史
言
説
に
対
す
る
批
判
を
含
め
、

歴
史
学
界
と
大
衆
と
の
間
に
生
じ
た
歴
史
認
識
の
相
違
を
ど
の
よ
う
に
縮
め
る
べ
き
か
、
そ
し
て
そ
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く

べ
き
か
が
論
点
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
歴
史
学
界
の
研
究
成
果
や
言
説
に
関
係
な
く
、
偽
史
言
説
は
大
衆
に
馴
染
み
や
す
い
特
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
認

識
が
存
在
し
て
い
る
。
座
談
会
で
ウ
ィ
・
カ
ヤ
が
広
大
な
領
土
を
持
っ
て
い
た
古
代
王
朝
へ
の
ロ
マ
ン
を
求
め
る
人
と
出
会
っ
た
時
の
衝
撃
を

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
大
衆
の
持
つ
排
外
的
愛
国
主
義
に
基
づ
い
た
歴
史
ロ
マ
ン
的
な
欲
望
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
衆
の
中
に
広
ま
っ
て
い

る
偽
史
言
説
を
批
判
す
る
作
業
は
、
歴
史
学
界
に
と
っ
て
は
「
歴
史
大
衆
化
」、
す
な
わ
ち
歴
史
学
界
の
研
究
成
果
や
問
題
意
識
を
大
衆
に
分

⑲
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か
り
や
す
く
、
か
つ
正
確
に
発
信
す
る
行
為
と
結
び
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
章
で
は
偽
史
言
説
が
大
衆
に
接
近
し
て
い
く
具
体
例
を
検
討
す
る
。
偽
史
言
説
が
「
大
衆
化
」
を
果
た
し
て
い
く
過
程
と
方
法
を
検
討
す

る
こ
と
は
、
先
行
研
究
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
礎
と
な
る
だ
ろ
う
。

「『
国
史
』
探
し
」
理
論
は
デ
タ
ラ
メ
」（『
朝
鮮
日
報
』
一
九
七
八
年
一
一
月
二

四
日
）
五
頁
。

ユ
ン
・
ジ
ョ
ン
ヨ
ン
『
国
史
教
科
書
波
動
』（
へ
ア
ン
、
一
九
九
九
年
）
二
〇

～
二
一
頁
。

同
前
、
九
四
～
九
五
頁
。

イ
ム
・
ギ
フ
ァ
ン
「
百
済
の
遼
西
進
出
説
と
歴
代
の
教
科
書
の
検
討
」（『
韓
国

史
学
報
』
第
六
三
号
、
高
麗
史
学
会
、
二
〇
一
六
年
）
一
四
〇
頁
。

イ
・
ジ
ョ
ン
ビ
ン
は
二
〇
一
七
年
の
国
定
歴
史
教
科
書
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る

が
、
そ
の
背
景
と
し
て
第
四
次
教
育
課
程
が
言
及
さ
れ
た
の
は
、
韓
国
社
会
に
お

け
る
国
粋
主
義
と
偽
史
言
説
の
結
合
が
注
目
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
・
ジ
ョ
ン

ビ
ン
「
国
定
歴
史
教
科
書
の
韓
国
古
代
史
の
記
述
と
類
似
歴
史
の
問
題
」（『
歴
史

教
育
研
究
』
第
三
一
号
、
韓
国
歴
史
教
育
学
会
、
二
〇
一
八
年
）
三
二
頁
。
ま
た
、

本
文
の
内
容
と
第
四
次
教
育
課
程
の
古
代
史
記
述
に
つ
い
て
は
次
の
資
料
を
参
照

さ
れ
た
い
。
シ
ン
・
ソ
ン
へ
「
第
四
次
教
育
課
程
期
高
等
学
校
国
史
教
科
書
の
古

代
史
記
述
の
特
徴
と
背
景
」（『
大
邱
史
学
』
第
一
三
六
輯
、
大
邱
史
学
会
、
二
〇

一
九
年
）
二
〇
～
二
一
頁
。

趙
仁
成
「『
揆
園
史
話
』・『
檀
奇
古
史
』・『
桓
檀
古
記
』
偽
書
論
の
成
果
と
課

題
」（『
東
北
亜
歴
史
論
叢
』
五
五
号
、
東
北
亜
歴
史
財
団
、
二
〇
一
七
年
）
二
六

四
頁
。

同
前
、
二
六
八
頁
。

同
前
、
二
七
五
～
二
七
七
頁
。

大
野
勃
著
、
高コ

・
ト
ン
ヨ
ン

東
永
訳
『
檀
奇
古
史
』（
ハ
ン
プ
リ
、
一
九
八
六
年
）
第
一
一

世
檀
帝
五
六
年
。

イ
・
ム
ン
ヨ
ン
「
幻
作
さ
れ
た
『
桓
檀
古
記
』」（『
韓
国
史
学
史
学
報
』
三
八

号
、
韓
国
史
学
史
学
会
、
二
〇
一
八
年
）
二
九
九
頁
。

趙
前
掲
論
文
、
二
八
二
～
二
八
三
頁
。

ソ
ン
・
ヒ
ョ
ン
ソ
ク
「
朴
槿
恵
と
『
フ
ァ
ン
パ
』、
北
朝
鮮
を
真
似
て
い
る
の

か
」（
プ
レ
シ
ア
ン
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
七
日
、https://w

w
w
.pressian.

com
/pages/articles/143846?no=143846&

ref=nav_search

）（
二
〇
二
四

年
九
月
二
一
日
最
終
閲
覧
）。

イ
・
ジ
ョ
ン
ビ
ン
前
掲
論
文
、
二
七
頁
。

同
前
、
二
八
頁
。

ア
ン
・
ゾ
ン
ジ
ュ
ン
「
は
じ
め
に
」（
若
い
歴
史
学
者
の
会
『
韓
国
古
代
史
と

似
而
非
歴
史
学
』
歴
史
批
評
社
、
二
〇
一
七
年
）
八
頁
。

同
前
。

イ
・
ム
ン
ヨ
ン
「
一
九
六
〇
─
一
九
七
〇
年
代
の
類
似
歴
史
学
の
植
民
史
学
フ

レ
ー
ム
の
創
造
と
そ
の
拡
散
」『
歴
史
問
題
研
究
』（
歴
史
問
題
研
究
所
、
二
〇
一

八
年
）「
四
．
朴
正
熙
の
長
期
執
権
と
類
似
歴
史
学
の
拡
散
」
を
参
照
。

趙
前
掲
論
文
、
二
九
〇
～
二
九
五
頁
。

ウ
ィ
・
カ
ヤ
「
欲
望
す
る
歴
史
を
い
か
に
受
け
入
れ
る
べ
き
か
─
『
似
而
非
歴

史
学
』
批
判
」（
若
い
歴
史
学
者
の
会
前
掲
書
）
二
九
九
頁
。

①②③④⑤⑥⑦⑧
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第
二
章　

大
衆
文
学
と
偽
史
言
説
の
結
び
付
き
─
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で

第
一
節　

メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
と
『
退
魔
録
』
ブ
ー
ム

　

韓
国
社
会
に
お
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
は
特
別
な
過
去
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
イ
・
フ
ァ
ジ
ン
（
二
〇
一
四
年
）
は
、
人
気
ド
ラ
マ

『
応
答
せ
よ
1
9
9
4
』（
ｔ
ｖ
Ｎ
、
二
〇
一
三
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
韓
国
の
大
衆
文
化
に
お
い
て
一
九
九
〇
年
代
が
郷
愁
や
復
古
の
対

象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
元
国
会
議
長
で
あ
る
金キ

ム
・
ジ
ン
ピ
ョ

振
杓
も
「
一
九
九
〇
年
代
中
盤
ま
で
は
確
か
に

自
由
で
個
性
溢
れ
る
、
楽
観
に
満
ち
た
感
覚
や
雰
囲
気
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
新
し
い
時
代
が
開
か
れ
る
と
い
う
期
待
感
が
、
絶
頂
に
至

っ
た
経
済
的
豊
か
さ
と
自
信
が
社
会
全
体
に
溢
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
ジ
ュ
・
ウ
ン
ウ
（
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
る
と
、

政
治
的
民
主
化
が
進
み
、
検
閲
の
緩
和
、
創
作
・
表
現
の
自
由
の
拡
大
、
政
治
・
文
化
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
大
衆
の
登
場
、
情
報
化
の

促
進
、
女
性
の
社
会
的
地
位
の
向
上
、
消
費
社
会
の
台
頭
と
広
告
市
場
の
発
達
、
個
人
主
義
の
浸
透
な
ど
の
変
化
が
こ
の
時
期
に
現
れ
た
。
こ

の
変
化
の
中
で
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
も
大
き
く
変
化
し
た
。
ジ
ョ
・
ド
ン
ウ
ォ
ン
（
二
〇
一
五
年
）
に
よ
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
小
型
パ
ソ

コ
ン
の
普
及
が
進
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
通
信
も
可
能
に
な
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
通
信
は
個
人
の
趣
向
の
表
出
と
政
治
的
発
言
が

自
由
に
で
き
る
場
と
な
り
、「
個
人
の
レ
ベ
ル
で
自
己
表
現
と
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
電
子
的
に
可
能
に
し
つ
つ
、
ユ
ー
ザ
ー
が
積

極
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
今
日
の
文
化
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
」
と
さ
れ
る
。

　

大
衆
文
学
も
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
た
。
Ｐ
Ｃ
通
信
の
普
及
に
よ
り
、
作
家
と
読
者
と
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
、
連
載
や
執
筆
の
様
相
が
従
来
の
紙
媒
体
と
は
大
き
く
異
な
る
「
通
信
文
学
」
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
韓
国
で
初

め
て
大
衆
の
注
目
を
集
め
た
通
信
文
学
は
、
李イ

・
ウ
ヒ
ョ
ク

愚
赫
の
『
退
魔
録
』（
ト
ゥ
ル
ニ
ョ
ク
、
一
九
九
四
～
二
〇
〇
〇
年
）
で
あ
っ
た
。
日
本
で
い
う
伝

奇
小
説
に
相
当
す
る
こ
の
長
編
小
説
は
、
一
九
九
三
年
七
月
か
ら
Ｐ
Ｃ
通
信
サ
ー
ビ
ス
「
ハ
イ
テ
ル
」
の
趣
味
掲
示
板
に
連
載
さ
れ
、
人
気
を

①

②

③

④
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得
て
出
版
に
至
っ
た
。『
退
魔
録
』
は
読
み
や
す
い
文
章
と
独
特
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
、
そ
し
て
『
ロ
ー
ド
ス
島
戦
記
』
な
ど
日
本
の
幻
想

文
学
が
徐
々
に
人
気
を
集
め
つ
つ
あ
っ
た
時
代
背
景
に
も
支
え
ら
れ
、
完
結
ま
で
一
〇
〇
〇
万
部
の
販
売
部
数
を
達
成
し
、
通
信
文
学
と
し
て

は
初
め
て
国
民
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
こ
の
作
品
は
、
韓
国
の
文
学
史
や
大
衆
文
化
史
に
そ
の
名
を
刻
ん
で
お
り
、
当
時
の
新
し
い
メ

デ
ィ
ア
環
境
を
も
象
徴
す
る
。

　

本
稿
で
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、『
退
魔
録
』
の
内
容
が
偽
史
言
説
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。『
退
魔
録
』
の
基
本
的
な
あ
ら

す
じ
は
、
韓
国
人
の
退
魔
師
四
人
組
（
玄ヒ

ョ
ナ
ム岩

、
朴パ

ク

神
父
、
ス
ン
ヒ
、
ジ
ュ
ン
フ
）
が
力
を
合
わ
せ
、
不
思
議
な
事
件
で
被
害
を
受
け
た
人
々
を
助

け
、
最
終
的
に
は
悪
魔
や
悪
の
秘
密
結
社
な
ど
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
悪
」
に
対
す
る
「
善
」
は
、
特
に
朴
神
父
と
玄
岩
の

台
詞
や
生
き
方
か
ら
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
、
命
を
重
ん
じ
、
人
を
愛
し
、
悪
に
屈
し
な
い
強
く
て
温
か
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
を
表
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
民
族
主
義
と
偽
史
言
説
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
見
過
ご
せ
な
い
。
例
え
ば
、
国
内
編
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

「
草
薙
剣
の
秘
密
」
で
は
、
中
世
日
本
の
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
南
朝
が
正
統
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
韓
民
族
の
祖
先
と
さ
れ
る
檀
君
の

「
神
物
」
と
、
そ
の
鍵
と
な
る
草
薙
剣
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
、
南
朝
側
の
武
将
で
あ
る
楠
木
家
と
倭
寇
、
そ
し
て
現
代
日
本
の
術
師
た
ち
に

対
抗
す
る
退
魔
師
た
ち
の
戦
い
が
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
南
北
朝
時
代
と
韓
国
の
高
麗
時
代
、
両
国
の
古
代
神
話
を
背
景
に
設
定

し
、
呪
術
に
よ
る
巨
大
な
規
模
の
抗
日
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
内
編
「
臥
佛
が
起
き
る
と
」
で
も
、
日
本
に
対
抗
す
る
た

め
に
展
開
さ
れ
た
巨
大
な
呪
術
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
混
世
編
か
ら
、
本
格
的
に
偽
史
言
説
の
影
響
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
桓
檀
古
記
』
所
収
の
『
太
白
逸
史
』
に
は
、
中
国
神
話

の
英
雄
で
あ
る
軒
轅
を
屈
服
さ
せ
、
韓
民
族
に
よ
る
大
帝
国
を
築
い
た
と
い
う
蚩チ

尤ウ

天
王
の
業
績
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。『
退
魔
録
』
で
は
、

蚩
尤
天
王
が
東
ア
ジ
ア
を
平
定
し
た
後
、
預
言
者
で
も
あ
っ
た
王
后
の
メ
ク
タ
ル
が
『
海
東
鑑
訣
』
と
い
う
予
言
書
を
残
し
、
そ
の
予
言
に
基

づ
い
て
数
千
年
後
の
現
代
を
生
き
る
退
魔
師
た
ち
の
運
命
が
綴
ら
れ
て
い
く
。
李
愚
赫
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
メ
ク
タ
ル
は
心
優
し
く
、
世
界
の
行
く
末
を
案
じ
る
善
人
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
「
平
和
を
愛
す
る
韓
民
族
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
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垣
間
見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
作
中
に
は
韓
国
人
の
悪
役
も
多
数
登
場
し
て
お
り
、
民
族
主
義
よ
り
も
普
遍
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
生
命
尊

重
の
思
想
が
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、「
古
代
に
大
帝
国
を
築
き
、
日
本
人
と
は
異
な
る
善
良
な
心
を
持

ち
、
平
和
を
求
め
る
韓
民
族
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
作
品
の
根
底
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、『
桓
檀
古
記
』
の
内

容
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
偽
史
言
説
は
、
文
学
的
な
想
像
力
が
付
け
加
え
ら
れ
た
形
で
『
退
魔
録
』
後
半
部
の
壮
大
な
世
界
観
を
構
成
す
る
物
語
の

中
心
軸
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
強
い
民
族
主
義
に
基
づ
き
、
抗
日
と
『
桓
檀
古
記
』
に
影
響
さ
れ
た
偽
史
言
説
を
題
材
に
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
は
一

九
九
〇
年
代
に
多
数
発
表
さ
れ
、
し
ば
し
ば
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
そ
の
源
流
は
、
著
名
な
漫
画
家
で
あ
る
金キ

ム
・
サ
ン
ホ

珊
瑚
に
よ
っ
て
「
偉
大
な

る
」
古
朝
鮮
の
歴
史
が
描
か
れ
た
『
大
朝ジ

ュ

鮮シ
ン

帝
国
史
』（
東
亜
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
九
九
六
年
か
ら
連

載
さ
れ
、
一
九
九
七
年
に
単
行
本
化
し
た
李イ

・
ヒ
ョ
ン
セ

賢
世
の
長
編
漫
画
『
天
国
の
神
話
』（
ヘ
ナ
ム
メ
デ
ィ
ア
）
は
、『
桓
檀
古
記
』
を
参
考
に
し
つ
つ
、

独
特
な
歴
史
解
釈
と
当
時
と
し
て
は
過
激
な
性
的
描
写
が
話
題
と
な
り
、
韓
国
漫
画
史
に
そ
の
名
を
残
し
た
。
つ
ま
り
、
一
九
九
〇
年
代
は

『
退
魔
録
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
歴
史
認
識
や
民
族
主
義
が
反
映
さ
れ
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
広
く
生
産
・
消
費
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
桓
檀
古
記
』
を
始
め
と
す
る
偽
史
言
説
こ
そ
が
、
隠
蔽
・
毀
損
さ
れ
て
き
た
韓
国
古
代
史
の
真
実
に
近
い
と
い
う
共
通

認
識
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、『
退
魔
録
』
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
李
愚
赫
は
Ｐ
Ｃ
通
信
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
『
退
魔
録
』
の
誕
生
や
大
衆
文
学
、

歴
史
に
関
す
る
多
数
の
文
章
を
投
稿
し
て
お
り
、
そ
れ
を
通
し
て
李
愚
赫
の
こ
れ
ら
に
対
す
る
認
識
と
立
場
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中

で
も
『
退
魔
録
解
説
集
』（
ト
ゥ
ル
ニ
ョ
ク
、
一
九
九
五
年
）
に
は
、
国
内
編
と
世
界
編
で
用
い
ら
れ
た
様
々
な
素
材
と
概
念
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
複
数
の
偽
史
言
説
に
関
す
る
説
明
や
文
献
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
檀
君
の
一
二
連
邦
と
そ
れ
に
関
す
る
説
」
で
、
李
愚
赫

は
檀
君
の
一
二
連
邦
の
一
部
が
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
、「
近
来
活
発
な
研
究
に
よ
り
、『
桓
檀
古
記
』
の
事
実
性
が

立
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
檀
君
の
遺
物
「
天
符
印
」
と
古
代
文
字
「
カ
リ
ム
ト
」、
そ
し
て
蚩
尤
に
関
す
る
根
拠
資
料

⑤
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と
し
て
『
桓
檀
古
記
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
偽
史
言
説
の
影
響
が
窺
え
る
。

　

李
愚
赫
に
よ
る
と
、
当
時
、
彼
は
二
つ
の
側
面
か
ら
批
判
さ
れ
た
。
一
つ
は
「
文
学
性
が
乏
し
く
、
文
章
力
が
な
い
」
と
い
う
文
学
の
側
面

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
在
野
史
学
に
傾
倒
し
て
い
る
」
と
い
う
歴
史
関
係
の
側
面
で
あ
っ
た
。
後
者
に
つ
い
て
、
李
愚
赫
は
実
証
を
重
視
す

る
「
講
壇
史
学
」
に
対
し
て
批
判
的
な
態
度
を
示
し
、「
た
と
え
桓
檀
古
記
が
偽
書
で
あ
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
私
は
そ
の
内
容
す
べ
て
が
偽

作
で
あ
り
、
目
的
性
を
持
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
先
入
観
は
持
た
な
い
」
と
自
分
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、「
在
野
史
学
」
の

荒
唐
無
稽
な
と
こ
ろ
も
批
判
し
、
特
に
偽
史
言
説
に
基
づ
く
宗
教
に
つ
い
て
は
関
わ
り
た
く
な
い
と
明
言
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
偽
史

言
説
の
内
容
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
、
そ
れ
を
積
極
的
に
作
品
に
取
り
入
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。『
退
魔
録
解
説
集
』
の
参
考
文
献
に

は
、
極
端
な
民
族
主
義
者
で
あ
り
、
現
代
韓
国
に
お
け
る
偽
史
言
説
の
形
成
と
拡
散
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
安
浩
相
の
歴
史
観
が
反
映
さ
れ

た
『
国
の
歴
史
六
千
年
』（
ハ
ン
プ
リ
、
一
九
八
七
年
）
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
当
時
の
李
愚
赫
が
偽
史
言
説
に
多
大
な
関
心
を
持
っ
て

い
た
証
拠
で
あ
る
。

　

李
愚
赫
の
発
言
か
ら
見
る
と
、
当
時
の
彼
の
立
場
に
は
「
純
文
学
」
と
「
講
壇
史
学
」
と
い
う
二
つ
の
巨
大
な
権
力
に
対
す
る
抵
抗
の
意
味

合
い
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
で
話
題
に
な
っ
た
の
は
作
中
の
偽
史
言
説
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
急

激
に
成
長
し
て
い
た
「
通
信
文
学
」
や
「
幻
想
文
学
」
の
先
駆
的
存
在
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ
っ
た
。「
在
野
史
学
」
に
傾
倒
し
て
い
る
と

い
う
批
判
が
あ
っ
た
も
の
の
、『
退
魔
録
』
が
商
業
的
に
大
成
功
を
収
め
、
そ
の
後
、
李
愚
赫
は
『
倭
乱
終
結
者
』（
ト
ゥ
ル
ニ
ョ
ク
、
一
九
九
八

年
）
を
経
て
『
蚩
尤
天
王
記
』（
ト
ゥ
ル
ニ
ョ
ク
、
二
〇
〇
三
年
）
を
執
筆
し
、
偽
史
言
説
的
な
世
界
観
に
基
づ
く
韓
国
風
幻
想
文
学
連
作
を
発
表

し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
幻
想
文
学
が
人
気
を
博
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
政
府
、
書
店
、
出
版

社
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
大
衆
向
け
の
読
書
運
動
と
、
読
者
の
趣
向
が
多
様
化
し
た
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
は
大
衆
文
化
の
発
展
と
共
に
、『
桓
檀
古
記
』
の
流
行
に
支
え
ら
れ
た
偽
史
言
説
の
拡
散
が
著
し
く
進
行
し
、

そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
現
象
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ビ
ン
『
丹
』（
精
神
世
界
社
、
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一
九
八
四
年
）
の
よ
う
な
先
例
が
あ
っ
た
も
の
の
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
偽
史
言
説
の
生
産
の
担
い
手
は
主
に
一
部
の
専
門
家
に
限
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
偽
史
言
説
は
そ
の
内
容
を
消
化
し
、
大
衆
向
け
に
再
生
産
す
る
新
世
代
の
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
支

持
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
多
様
な
形
と
よ
り
広
い
範
囲
で
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
偽
史
言
説
の
大
衆
化
は
、
Ｐ
Ｃ

通
信
の
普
及
、
大
衆
文
学
の
成
長
、
さ
ら
に
は
読
書
運
動
と
い
っ
た
社
会
的
変
化
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
節　

一
九
九
〇
年
代
末
の
危
機
と
『
コ
リ
ア
ド
ッ
ト
コ
ム
』

　

『
退
魔
録
』
の
連
載
開
始
と
同
時
期
に
、
金

キ
ム
・
ジ
ン
ミ
ョ
ン

辰
明
の
『
ム
ク
ゲ
の
花
が
咲
き
ま
し
た
』（
ヘ
ネ
ム
、
一
九
九
三
年
）
が
発
表
さ
れ
、
一
年
で
三

〇
〇
万
部
の
販
売
部
数
を
達
成
し
た
。
本
作
は
韓
国
の
核
保
有
や
ア
メ
リ
カ
と
の
対
立
、
南
北
関
係
、
日
本
へ
の
抵
抗
意
識
を
テ
ー
マ
に
し
て

お
り
、
当
時
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
金
辰
明
は
デ
ビ
ュ
ー
直
後
に
有
望
な
大
衆
文
学
作
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
李
愚
赫
と
同

様
に
既
存
の
純
文
学
の
方
法
や
方
向
性
を
断
固
拒
否
し
、
大
衆
向
け
の
娯
楽
性
と
作
家
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
重
視
す
る
立
場
を
貫
い
た
。
そ
の
後

も
、
好
太
王
碑
と
日
本
の
侵
略
を
題
材
に
し
た
『
カ
ズ
オ
の
国
』（
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
五
年
）、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
（
一
九
九
七
年
）

と
い
う
厳
し
い
現
実
で
韓
国
固
有
の
精
神
文
化
を
強
調
し
た
『
天
よ
地
よ
』（
へ
ネ
ム
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
を
次
々
と
発
表
し
た
。
金
辰
明
の

小
説
に
は
、
歴
史
・
政
治
・
民
族
の
問
題
が
絡
み
合
う
こ
と
が
多
く
、『
退
魔
録
』
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
い
文
章
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

　

金
辰
明
の
作
品
の
中
で
、
偽
史
言
説
が
も
っ
と
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
、
物
語
の
中
心
軸
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
三
〇
万
部
の
販
売
部

数
を
記
録
し
た
長
編
小
説
『
コ
リ
ア
ド
ッ
ト
コ
ム
』（
ヘ
ネ
ム
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
あ
る
。
本
作
の
あ
ら
す
じ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が

本
格
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
企
業
が
脚
光
を
浴
び
、
世
界
的
に
新
自
由
主
義
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
当
時
を
背
景

に
、
若
い
大
学
生
キ
ム
・
イ
ン
ソ
が
、
あ
る
謎
の
解
答
を
探
し
求
め
る
過
程
で
韓
民
族
の
真
の
歴
史
と
世
界
の
秘
密
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
小
説
の
創
作
に
関
わ
る
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

前
作
『
天
よ
地
よ
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
末
の
韓
国
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
に
よ
っ
て
大
き
な
衝
撃
を
受
け
て
い
た
。
フ
ァ

⑨
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ン
・
ギ
ョ
ン
ス
ク
（
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

一
九
九
七
年
一
一
月
二
七
日
、
突
然
迫
っ
て
き
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
管
理
体
制
と
い
う
新
た
な
状
況
は
韓
国
社
会
全
般
を
揺
る
が
す
多
大
な
経
済
的
・
社
会
的
な

衝
撃
と
影
響
を
与
え
た
。
外
国
為
替
危
機
に
よ
る
為
替
レ
ー
ト
の
上
昇
は
我
々
の
経
済
水
準
を
一
〇
年
以
上
も
退
歩
さ
せ
、
三
六
年
間
の
植
民
地
時
代
に

加
え
、
再
度
莫
大
な
資
本
を
有
す
る
先
進
諸
国
に
経
済
的
に
従
属
さ
れ
る
国
家
的
な
恥
を
晒
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

フ
ァ
ン
・
ギ
ョ
ン
ス
ク
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
に
対
す
る
当
惑
と
憤
怒
を
表
明
し
た
論
者
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
特
に
「
欧

米
先
進
国
の
資
本
に
よ
る
陰
謀
」
と
い
う
観
点
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
。
イ
・
ザ
ン
ウ
ォ
ン
は
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
時
代
、
再
び
『
グ
ロ
ー
バ
ル

化
』
を
考
え
る
」（
一
九
九
八
年
）
で
、
ア
ジ
ア
的
価
値
で
は
な
く
欧
米
的
な
価
値
が
勝
利
を
収
め
た
の
は
、
欧
米
の
巨
大
資
本
と
政
治
家
た
ち

に
よ
る
陰
謀
で
あ
り
、
そ
の
道
具
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
用
い
ら
れ
た
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
最
大
の
被
害
者
は
韓
国
国
民
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
、
無
礼
な
欧
米
の
態
度
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
稿
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
に
よ
っ
て
韓
国
の
民
族
的
自
尊
心
が

大
き
く
損
な
わ
れ
た
と
い
う
考
え
方
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
の
韓
国
社
会
で
は
、
反
日
感
情
も
強
ま
っ
て
い
た
。
一
九
九
九
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
ブ
レ
ー
キ
が
壊
れ
た
列
車　

日
本
の
右

傾
化
」
と
い
う
論
稿
は
、
日
本
の
政
治
家
た
ち
の
靖
国
神
社
参
拝
や
君
が
代
の
斉
唱
、
自
衛
隊
の
軍
事
力
増
強
を
指
摘
し
、
日
本
の
「
右
傾

化
」
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
に
よ
る
歴
史
教
科
書
の
編
纂
や
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
続
く

日
本
の
政
治
家
た
ち
の
植
民
地
支
配
に
関
す
る
「
妄
言
」
も
一
九
九
〇
年
代
の
日
韓
関
係
に
お
け
る
重
要
な
争
点
と
な
り
、
大
衆
の
反
日
感
情

を
刺
激
し
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
イ
・
ウ
ォ
ン
ド
ク
（
二
〇
一
四
年
）
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
日
本
の
政
治
家
に
よ
る
歴
史
認
識
に
関

す
る
発
言
や
行
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
紛
争
・
対
立
が
以
前
の
時
代
に
比
べ
て
よ
り
深
刻
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と

し
て
、
冷
戦
の
終
結
と
韓
国
の
民
主
化
、
日
韓
関
係
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
五
年
か
ら
一
九
九
六
年
に
か
け
て
旧
朝
鮮
総
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督
府
の
建
物
が
撤
去
さ
れ
た
の
も
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
と
軍
事
独
裁
政
権
に
関
わ
る
「
過
去
史
」
に
つ
い
て
、
そ
の
真
相
を
解
明
し
た

り
、
徹
底
的
に
批
判
し
た
り
し
て
「
清
算
」
す
る
「
歴
史
の
立
て
直
し
」
と
国
家
の
威
信
を
重
視
し
て
い
た
金キ

ム
・
ヨ
ン
サ
ム

泳
三
政
権
の
決
定
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
金
辰
明
の
前
作
『
天
よ
地
よ
』
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
り
、
そ
こ
に
偽
史
言
説
の
世
界
観
を
加

え
た
の
が
『
コ
リ
ア
ド
ッ
ト
コ
ム
』
で
あ
る
。

　

『
コ
リ
ア
ド
ッ
ト
コ
ム
』
の
序
文
で
、
金
辰
明
は
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
の
資
本
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
支
配
を
懸
念
し
、
韓
国
の
精
神
文
化

に
よ
っ
て
そ
れ
が
克
服
で
き
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
と
急
激
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
民

族
的
な
衝
撃
を
、
偽
史
言
説
に
頼
っ
て
克
服
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
本
作
は
『
桓
檀
古
記
』
中
心
の
偽
史
言
説
が
、

宇
宙
の
理
を
数
で
解
明
し
よ
う
と
す
る
数
秘
学
に
よ
っ
て
、
ム
ー
大
陸
を
沈
没
さ
せ
た
古
代
の
大
災
害
な
ど
、
海
外
の
オ
カ
ル
ト
や
陰
謀
論
と

接
続
す
る
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
作
中
で
は
繰
り
返
し
西
洋
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
冷
静
で
自
文
化
中
心
主
義
的
な
態
度
と
、
義
理
人
情
を
重
視

す
る
韓
国
文
化
が
対
比
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
に
見
下
さ
れ
る
韓
国
人
と
そ
の
歴
史
を
肯
定
す
る
手
段
と
し
て
、
悠
久
な
る
古
代
史
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
実
は
悠
久
で
偉
大
で
あ
っ
た
韓
国
史
を
縮
小
・
歪
曲
し
た
主
体
と
し
て
中
国
と
日
本
が
挙
げ
ら
れ
、
西
洋
は
資
本
の
力
で
韓
国
の
精

神
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
『
コ
リ
ア
ド
ッ
ト
コ
ム
』
の
物
語
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
西
洋
の
資
本
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
中
心
と
な
る
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
の
建
国
か
ら
現
代
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
至
る
歴
史
の
流
れ
を
裏
で
操
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
設
定
に
よ
り
、
韓
国
史
の
み
な
ら
ず
世
界
史
さ
え
も
表
と
裏

が
ま
っ
た
く
異
な
り
、
本
当
の
歴
史
は
隠
さ
れ
て
い
た
と
い
う
形
の
、
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
で
人
気
を
得
た
半
村
良
の
伝
奇
小
説
の
方
法
を

彷
彿
と
さ
せ
る
論
理
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
序
文
」
で
金
辰
明
が
示
し
た
『
コ
リ
ア
ド
ッ
ト
コ
ム
』
の
方
向
性
と
一
致
し
、
逆
に
ユ
ダ
ヤ

人
と
韓
民
族
が
対
等
で
あ
る
と
い
う
論
理
に
繋
が
る
。
ム
ー
文
明
に
よ
っ
て
世
界
の
支
配
権
を
得
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
経
典
『
カ
バ
ラ
ー
』
に
対
し
、

精
神
文
化
を
通
し
て
物
質
文
明
を
克
服
し
、
温
か
い
人
間
の
心
を
保
つ
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
韓
民
族
と
古
代
の
経
典
「
天
符
経
」
の
存
在
が
強

調
さ
れ
、
つ
い
に
世
界
は
正
し
い
方
向
に
導
か
れ
て
い
く
。
ち
な
み
に
、
こ
の
八
一
文
字
の
「
天
符
経
」
は
『
桓
檀
古
記
』
所
収
の
『
太
白
逸
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史
』「
蘇ソ

塗ド

経
典
本
訓
」
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
出
典
も
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
史
料
と
し
て
で
は
な
く
、
一
部
の
宗
教
団
体
に
経
典

と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
。

　

『
コ
リ
ア
ド
ッ
ト
コ
ム
』
の
内
容
と
設
定
は
、『
退
魔
録
』
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
韓
国
で
「
外
勢
」
と
も
呼
ば
れ
る
日
本
、
中
国
、

西
洋
の
物
理
的
・
物
質
的
・
精
神
的
な
「
侵
略
」
に
対
し
、
悠
久
な
る
古
代
史
と
豊
か
な
精
神
文
化
を
持
つ
韓
民
族
が
そ
れ
を
克
服
し
て
い
く

と
い
う
物
語
は
、
確
か
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
や
現
実
の
歴
史
問
題
で
民
族
的
自
尊
心
を
大
き
く
傷
つ
け
ら
れ
て
い
た
韓
国
人
の
読
者
に
と
っ
て

歓
迎
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、『
桓
檀
古
記
』
に
基
づ
く
韓
国
の
偽
史
言
説
を
西
洋
に
起
源
を
持
つ
ム
ー
大
陸
の
伝
説
な
ど

と
結
び
付
け
、
そ
の
世
界
観
を
拡
張
さ
せ
た
の
は
大
衆
文
学
史
の
観
点
か
ら
は
評
価
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
陰
謀
論
や
他
国
の
偽
史
言
説

と
結
合
し
や
す
い
偽
史
言
説
の
属
性
を
も
示
し
て
い
る
。

　

経
済
成
長
と
民
主
化
に
よ
っ
て
民
族
的
自
尊
心
が
比
較
的
に
高
か
っ
た
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
『
退
魔
録
』
に
比
べ
て
、『
コ
リ
ア
ド
ッ
ト
コ

ム
』
に
は
外
国
に
対
す
る
敵
愾
心
と
韓
民
族
・
韓
国
歴
史
の
優
越
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
よ
り
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。『
コ
リ
ア

ド
ッ
ト
コ
ム
』
と
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
ハ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
の
長
編
小
説
『
留
記
』（J-pub,

一
九
九
九
年
）
も
、
現
存
し
な
い
高
句
麗
の
史
書

『
留
記
』
を
発
見
し
、
韓
民
族
と
「
韓
国
的
価
値
」
の
偉
大
さ
を
世
界
に
知
ら
せ
、
日
本
と
中
国
に
よ
る
歴
史
の
歪
曲
を
糾
弾
す
る
と
い
う
内

容
で
、『
桓
檀
古
記
』
を
起
源
と
す
る
偽
史
言
説
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
違
い
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
に
よ
っ
て
現
れ
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
民
族
的
自
尊
心
を
守
る
た
め
に
偽
史
言
説
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

金
辰
明
は
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
、「
歪
曲
さ
れ
た
」
歴
史
を
立
て
直
す
こ
と
で
民
族
的
自
尊
心
を
回
復
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
信

念
を
変
わ
ら
ず
持
ち
続
け
、
そ
の
手
段
と
し
て
大
衆
文
学
を
提
示
し
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
で
も
伝
奇
小
説
が
作
家
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
る
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
特
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。『
退
魔
録
』
の
事
例
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
偽
史
言
説
の
専
門
家
で
は
な
い
作
家
が
既
存
の
偽
史
言
説
に
触
れ
、
意
図
的
に
そ
れ
を
大
衆
向
け
に
発
信
す
る
行
為
が
『
コ
リ
ア
ド

ッ
ト
コ
ム
』
で
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
一
九
九
〇
年
代
に
は
『
桓
檀
古
記
』
な
ど
の
偽
史
言
説
を
、
一
部
で
も
史
実
と
し
て
信
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じ
て
い
た
李
愚
赫
と
は
異
な
り
、
金
辰
明
が
『
桓
檀
古
記
』
や
そ
の
類
の
偽
史
言
説
を
心
よ
り
信
じ
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
む
し
ろ
、

金
辰
明
は
「
今
日
の
韓
国
社
会
に
何
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
問
題
意
識
に
答
え
る
た
め
に
偽
史
言
説
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
作
家
の

立
場
と
目
的
に
よ
っ
て
、
偽
史
言
説
の
使
い
方
も
異
な
っ
て
く
る
。

　

大
衆
文
学
の
作
家
た
ち
に
よ
る
偽
史
言
説
の
大
衆
化
は
、
偽
史
言
説
そ
の
も
の
の
普
及
よ
り
も
、
そ
れ
に
先
立
つ
他
の
目
的
を
達
成
し
よ
う

と
す
る
試
み
に
付
随
し
て
遂
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
偽
史
言
説
の
生
産
と
普
及
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
「
在
野
史
学
」
の
担

い
手
た
ち
と
は
違
っ
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
商
品
と
し
て
の
作
品
の
販
売
と
文
学
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
が
最
優
先
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
偽
史
言
説
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
一
部
と
し
て
、
多
く
の
読
者
に
普
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ
・
フ
ァ
ジ
ン
「『
九
〇
年
代
』
を
振
り
返
る
」（『
大
衆
叙
事
研
究
』
大
衆
叙

事
学
会
、
二
〇
一
四
年
）
七
〇
頁
。

金
振
杓
『
大
韓
民
国
は
何
を
蓄
積
し
て
き
た
か
』（SID

EW
A
Y
S

、
二
〇
二
四

年
）
一
〇
一
頁
。

ジ
ュ
・
ウ
ン
ウ
「
自
由
と
消
費
の
時
代
、
そ
し
て
冷
笑
主
義
の
始
ま
り
：
大
韓

民
国
、
一
九
九
〇
年
代
の
日
常
生
活
の
条
件
」（『
社
会
と
歴
史
』
八
八
巻
、
韓
国

社
会
史
学
会
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

ジ
ョ
・
ド
ン
ウ
ォ
ン
「
韓
国
の
デ
ジ
タ
ル
文
化
史
─
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
と
大
衆

化
を
中
心
に
」（
同
前
、
一
〇
六
巻
、
二
〇
一
五
年
）
二
〇
一
～
二
〇
四
、
二
〇

七
頁
。

李
愚
赫
『
退
魔
録
解
説
集
』（
ト
ゥ
ル
ニ
ョ
ク
、
一
九
九
五
年
）
一
二
三
頁
。

李
愚
赫
「
李
愚
赫
に
対
す
る
様
々
な
非
難
─
解
明
と
弁
明
二
」（『
作
家
李
愚
赫

の
公
式
ブ
ロ
グ
』、
二
〇
一
七
年
五
月
一
一
日
。
初
出
は
一
九
九
〇
年
代
の
Ｐ
Ｃ

通
信
ま
た
は
そ
の
後
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
掲

載
日
は
不
明
で
あ
る
。https://blog.naver.com

/w
oohyouk518/221003684	

294

）（
二
〇
二
四
年
九
月
二
一
日
最
終
閲
覧
）、
李
愚
赫
「
李
愚
赫
に
対
す
る

様
々
な
非
難-

解
明
と
弁
明
三
」（
同
ブ
ロ
グ
、
二
〇
一
七
年
五
月
一
一
日
。
初

出
に
つ
い
て
は
同
前
。https//blog.naver.com

/w
oohyouk518/22100368	

5627

）（
二
〇
二
四
年
九
月
一
一
日
最
終
閲
覧
）。

李
愚
赫
「
李
愚
赫
に
対
す
る
様
々
な
非
難
─
解
明
と
弁
明
三
」
同
前
。

詳
細
は
ユ
ン
・
ク
ム
ソ
ン
「
一
九
九
〇
年
代
中
後
半
期
に
お
け
る
読
書
大
衆
化

運
動
の
研
究
─
読
書
運
動
と
読
書
傾
向
を
中
心
に
」（『
我
が
語
文
研
究
』
我
が
語

文
学
会
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

イ
・
へ
ニ
ョ
ン
「
脱
植
民
主
義
と
大
衆
的
映
像
化
」（『
文
学
と
映
像
』
文
学
と

映
像
学
会
、
二
〇
〇
一
年
）
二
二
四
頁
。

フ
ァ
ン
・
ギ
ョ
ン
ス
ク
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
事
態
と
韓
国
社
会
の
変
化
」（『
市
民
教
育
研

究
』
三
〇
巻
、
韓
国
社
会
科
教
育
学
会
、
一
九
九
九
年
）
三
五
五
～
三
五
六
頁
。

イ
・
ザ
ン
ウ
ォ
ン
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
時
代
、
再
び
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
』
を
考
え
る
」

（『
月
刊　

社
会
評
論　

キ
ル
』
九
八
巻
一
号
、
社
会
評
論
、
一
九
九
八
年
）
一

〇
七
頁
。

イ
ム
・
ビ
ョ
ン
ゴ
ル
「
ブ
レ
ー
キ
が
壊
れ
た
列
車　

日
本
の
右
傾
化
」（『
統
一

韓
国
』
一
八
九
巻
、
平
和
問
題
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）。
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イ
・
ウ
ォ
ン
ド
ク
「
韓
日
関
係
と
歴
史
葛
藤
：
金
泳
三
政
権
の
対
日
歴
史
外
交

を
中
心
に
」（『
日
本
研
究
論
叢
』
四
〇
巻
、
現
代
日
本
学
会
、
二
〇
一
四
年
）
二

四
三
～
二
四
四
頁
。

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ミ
「
五
〇
年
ぶ
り
に
清
算
さ
れ
た
植
民
地
の
歴
史　

朝
鮮
総
督

府
庁
舎
の
撤
去
」（
大
韓
民
国
政
府
国
家
記
録
院
『
記
録
で
出
会
う
大
韓
民
国
』

作
成
日
不
明
。https://w

w
w
.archives.go.kr/them

e/next/koreaO
fReco	

rd/joseonChong.do
）（
二
〇
二
四
年
九
月
二
二
日
最
終
閲
覧
）。

金
辰
明
「
金
辰
明 
『
大
衆
小
説
家
、
有
意
義
で
誇
ら
し
い
呼
び
方
だ
』」（Y
ES	

24

『CH
A
N
N
ER Y

ES
』
会
い
た
か
っ
た
！
、
二
〇
一
三
年
七
月
二
日
、https://	

ch.yes24.com
/A

rticle/V
iew

/22493

）（
二
〇
二
四
年
九
月
二
二
日
最
終
閲

覧
）。詳

細
は
朴パ

ク
・
キ
テ

起
兌
「
近
現
代
『
伝
奇
小
説
』
概
念
の
変
遷
と
『
伝
奇
ロ
マ
ン
』
の

誕
生
」（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
二
三
年
）
を
参
照
。
特

に
半
村
良
、
五
木
寛
之
、
平
井
和
正
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
作
家
で
、
作
家
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
「
伝
奇
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
大
衆
文
学
を
通
し
て
読
者
に
広

く
発
信
し
た
い
と
い
う
方
向
性
は
金
辰
明
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。

注
⑮
と
同
じ
。

第
三
章　

二
〇
〇
〇
年
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
歴
史
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
長

第
一
節　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
歴
史
サ
イ
ト
の
台
頭

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
韓
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
急
速
に
進
展
し
た
。
一
九
八
二
年
五
月
三
一
日
に
最
初
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
が
行
わ
れ
、
一
九
九
七
年
に
は
一
六
三
万
人
で
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
数
は
、
一
九
九
九
年
に
は
一
〇
〇
〇
万
人
を
突
破

し
、
二
〇
〇
四
年
に
は
三
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。
わ
ず
か
七
年
で
、
ほ
ぼ
全
国
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
金
泳
三
・
金キ

ム
・
テ
ジ
ュ
ン

大
中
の
両
政
権
に
よ
る
積
極
的
な
普
及
計
画
が
あ
っ
た
。
韓
国
最
大
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る

N
A
V
ER

（
一
九
九
九
年
に
サ
ー
ビ
ス
開
始
）
とD

A
U
M

（
一
九
九
五
年
に
サ
ー
ビ
ス
開
始
）
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
急
成
長
を

遂
げ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
普
及
は
ネ
ッ
ト
上
で
の
民
族
主
義
の
拡
散
と
も
密
接
に
結
び
付
い
て
い
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
も
、
韓
国
に
お
け
る
民
族
主
義
の
影
響
力
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
一
層
強
ま
っ
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
激
化
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し
た
日
韓
の
対
立
は
、
二
〇
〇
二
年
の
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
同
開
催
に
よ
っ
て
一
時
的
に
好
転
し
た
も
の
の
、「
日
本
海
」
表
記

問
題
、
領
土
問
題
、
歴
史
教
科
書
問
題
、「
嫌
韓
流
」
問
題
な
ど
、
韓
国
の
民
族
主
義
を
刺
激
す
る
事
件
は
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、

二
〇
〇
二
年
の
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
際
し
、
韓
国
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
サ
ッ
カ
ー
公
式
サ
ポ
ー
ト
団
「
赤
い
悪
魔
（
プ
ル
グ
ン
ア

ン
マ
）」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
『
退
魔
録
』
に
登
場
す
る
蚩
尤
天
王
に
他
な
ら
ず
、
赤
い
悪
魔
は
一
九
九
九
年
か
ら
蚩
尤
天
王
を
マ
ス
コ
ッ
ト
と

し
て
使
っ
て
い
た
。
前
例
の
な
い
好
成
績
を
収
め
て
い
た
韓
国
代
表
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
偽
史
言
説
の
ス
タ
ー
で
あ
る
古
代
の
戦
神
・
蚩
尤

天
王
に
も
関
心
が
集
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
二
年
は
中
国
政
府
に
よ
っ
て
東
北
地
域
の
歴
史
を
研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
北
工
程
」（
正
式
に
は
「
東
北
邊
疆
歷
史
與
現

狀
系
列
硏
究
工
程
」）
が
開
始
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
中
国
政
府
が
東
北
地
域
の
安
定
し
た
統
治
を
図
り
、
韓
国
ま

た
は
北
朝
鮮
に
お
け
る
情
勢
の
変
化
に
備
え
、
中
国
の
東
北
地
域
と
北
朝
鮮
に
対
す
る
歴
史
的
な
影
響
力
を
確
認
ま
た
は
確
保
し
よ
う
と
す
る

政
治
的
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
た
上
で
、
古
朝
鮮
、
高
句
麗
、
渤
海
に
関
す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
韓
国
古
代
史
が
中
国
史
に
編
入

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
強
い
反
発
が
韓
国
国
内
で
広
が
っ
た
。
例
え
ば
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
長
で
あ
っ
た
李イ

・
ミ
ョ
ン
バ
ク

明
博
の
二
〇
〇
四
年
の
新
年
挨
拶

に
は
、
中
国
に
よ
る
歴
史
の
歪
曲
に
対
す
る
批
判
が
明
記
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
の
韓
国
は
、
日
本
や
中
国
と
絶
え
ず
歴
史
問
題
で
対
立
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
の
特
徴
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
と
隣
国
と
の
歴
史
問
題
の
本
格
化
と
い
う
二
つ
の
局
面
が
交
差
し
た
結
果
、

ネ
ッ
ト
上
で
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
民
族
葛
藤
」
が
一
般
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
リ
ュ
・
ソ
ク
ジ
ン
（
二
〇
二
〇
年
）
に
よ

る
と
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
生
し
た
日
韓
の
対
立
は
三
六
件
、
中
韓
は
一
四
件
、
日
中
は
八
件
で
あ
っ
た
。

韓
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
は
、
ほ
ぼ
毎
年
、
領
土
・
歴
史
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
対
立
を
ネ
ッ
ト
上
で
経
験
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
従
来
と
は
異
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

「
脱
中
央
統
制
性
」
と
「
双
方
向
性
」
と
い
う
特
性
を
持
つ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
個
人
の
自
発
的
な
参
加
と
活
動
が
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可
能
で
あ
り
、「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
一
方
的
な
世
論
形
成
を
補
完
ま
た
は
代
替
で
き
る
可
能
性
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

従
来
は
一
方
的
に
情
報
を
受
け
取
る
消
費
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
人
々
が
、
情
報
を
生
産
・
消
費
す
る
「
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
」
に
変
化
し
た
の
で

あ
る
。
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ギ
ル
（
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
韓
国
に
お
い
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
討
論
ス
ペ
ー

ス
は
、
利
用
者
の
表
現
欲
求
を
充
足
さ
せ
、
市
民
の
参
画
を
活
性
化
す
る
方
向
に
進
化
し
て
き
た
」
が
、「
合
意
の
導
出
と
寛
容
の
レ
ベ
ル
が

低
い
だ
け
で
な
く
、
合
理
的
な
根
拠
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
足
り
な
い
」
と
い
う
問
題
も
あ
り
、「
相
反
す
る
、
ま
た
は
異
な
る
意
見

を
調
整
・
仲
裁
す
る
た
め
の
努
力
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
」
状
況
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
化
す
る
中
で
、
歴
史
を
テ
ー
マ
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
サ
イ
ト
も
多
数
誕

生
し
た
。
ソ
・
イ
ジ
ョ
ン
他
（
二
〇
一
三
年
）
は
、「
韓
国
の
サ
イ
バ
ー
民
族
主
義
ブ
ー
ム
は
、
一
九
九
五
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
商
用
化

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
二
〇
〇
〇
年
にD

A
U
M

カ
フ
ェ
が
一
〇
〇
万
個
を
超
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ー
ム
が
社
会
・
政
治
的
に

進
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。D

A
U
M

カ
フ
ェ
は
一
九
九
九
年
に
、N

A
V
ER

カ
フ
ェ
は
二
〇
〇
三
年
に
そ
れ

ぞ
れ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
歴
史
マ
ニ
ア
た
ち
が
集
ま
る
場
が
提
供
さ
れ
た
。
偽
史
言
説
に
関
す
る
カ
フ
ェ
も
当
時
多
数
作
ら
れ
た
が
、
現
在

も
運
営
・
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
有
名
カ
フ
ェ
と
し
て
「
三
太
極
（
삼サ
ム

태テ

극グ
ク

）」（
二
〇
〇
六
年
六
月
開
設
、
二
〇
二
四
年
六
月
二
三
日
現
在
の
会
員
数

四
二
六
三
二
名
）、「
韓
民
族
の
本
当
の
歴
史
（
한ハ
ン

민ミ
ン

족
ジ
ョ
ク

참
チ
ャ
ム

역ヨ
ク

사サ

）」（
二
〇
〇
五
年
一
月
二
日
開
設
、
二
〇
二
四
年
六
月
二
三
日
現
在
の
会
員
数
二
八
三
〇

一
名
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
当
時
、
こ
れ
ら
の
カ
フ
ェ
を
含
め
てD

A
U
M

で
も
っ
と
も
大
き
な
三
つ
の
歴
史
カ
フ
ェ
は
す
べ
て
偽

史
言
説
系
で
、
会
員
数
は
八
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
て
い
た
。
二
〇
〇
七
年
当
時
、D

A
U
M

とN
A
V
ER

の
カ
フ
ェ
の
数
は
合
計
一
〇
〇
〇
万

を
超
え
て
い
た
が
、
会
員
数
一
〇
〇
万
以
上
のD

A
U
M

カ
フ
ェ
は
わ
ず
か
一
〇
個
程
度
で
あ
っ
た
。
中
で
も
ワ
イ
ン
・
ミ
リ
タ
リ
ー
な
ど
、

趣
味
・
読
書
関
係
の
大
型
カ
フ
ェ
の
会
員
数
は
数
万
人
に
登
り
、
会
員
が
一
万
人
以
上
の
カ
フ
ェ
は
「
大
型
カ
フ
ェ
」
と
さ
れ
る
状
況
で
、
先

述
し
た
偽
史
言
説
関
係
の
カ
フ
ェ
の
会
員
数
は
一
つ
の
テ
ー
マ
を
持
つ
カ
フ
ェ
と
し
て
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
カ
フ
ェ
で
見
ら
れ
る
偽
史
言
説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
節
で
後
述
す
る
。
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一
方
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
有
名
だ
っ
た
歴
史
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
し
て
は
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
の
歴
史
番
組
「
歴
史
ス
ペ
シ
ャ

ル
」
の
視
聴
者
掲
示
板
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
今
は
削
除
さ
れ
、
当
時
の
資
料
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
〇
二
年
二
月
の

時
点
で
こ
の
掲
示
板
に
は
一
日
一
〇
〇
件
以
上
の
投
稿
が
行
わ
れ
、
偽
史
言
説
を
含
め
て
歴
史
に
興
味
を
持
つ
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
の
活
発
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
広
く
人
気
を
得
た
偽
史
言
説
関
係
の
サ
イ
ト
と
し
て
は
、「
我
が
歴
史
の
秘
密
」

（Coo2.net

、
一
九
九
九
年
開
設
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
二
四
年
現
在
は
接
続
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
が
、O

hm
yN

ew
s

の
記
事
「
我
が
歴
史

の
秘
密
に
会
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」（
二
〇
〇
四
年
三
月
三
日
）
に
は
、
こ
の
サ
イ
ト
の
誕
生
の
背
景
や
開
設
者
で
あ
る
ソ
ン
・
ジ
ュ
ン
ヒ
の
意

図
が
、
次
の
よ
う
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

〔
前
略
〕
彼
が
運
営
し
て
い
る
サ
イ
ト
は
、
檀
君
王
儉
の
四
〇
〇
余
年
前
の
祖
先
で
あ
る
九
黎
〔
ク
リ
。
偽
史
言
説
で
は
「
ク
リ
ョ
」
と
い
う
従
来
の
読

み
が
好
ま
れ
て
い
な
い
〕
国
（
桓
雄
〔
フ
ァ
ヌ
ン
。
檀
君
神
話
に
登
場
す
る
、
檀
君
の
父
と
さ
れ
る
神
〕
時
代
）
の
蚩
尤
天
子
の
実
証
歴
史
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
る
。
す
で
に
我
が
国
の
歴
史
を
記
録
し
た
史
書
が
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
が
民
族
の
歴
史
が
三
〇
〇
〇
年
に
も
満
た
な
い
と
勘

違
い
し
て
い
る
こ
と
を
正
す
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
の
が
一
九
九
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
去
年
〔
二
〇
〇
三
年
〕
三
〇
万
人
が
訪
れ
、
一
ヶ

月
半
で
一
〇
万
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
か
ら
根
強
く
人
気
を
得
て
い
る
。

　

「
私
は
学
士
将
校
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
民
族
精
神
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
私
た
ち
の
本
当
の
歴
史
を
探
す
こ
と
に
繋

が
り
、
我
が
国
の
古
代
史
を
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
初
め
、
国
史
取
り
戻
し
ブ
ー
ム
の
際
に
林
承
國
〔
イ
ム
・
ス
ン
グ
ク
。
一

九
八
六
年
、『
桓
檀
古
記
』
を
韓
国
語
に
翻
訳
し
た
〕
教
授
の
『
桓
檀
古
記
』
を
読
み
、
影
響
も
受
け
ま
し
た
」

　

彼
が
我
が
古
代
史
に
つ
い
て
体
系
的
に
勉
強
し
始
め
た
の
は
、
国
内
で
韓
国
・
中
国
の
正
史
を
比
較
し
て
歴
史
を
究
明
し
て
い
る
民
族
史
学
者
オ
・
ゼ

ソ
ン
先
生
に
会
っ
て
か
ら
の
こ
と
。〔
中
略
〕
去
年
、
古
代
史
サ
イ
ト
と
し
て
は
初
め
て
青
少
年
推
薦
サ
イ
ト
に
推
薦
さ
れ
た
り
も
し
た
。〔
中
略
〕「
小
学

生
も
入
っ
て
分
か
り
や
す
く
読
め
る
よ
う
に
、
誇
ら
し
い
我
が
古
代
史
を
易
し
く
て
面
白
く
構
成
す
る
の
が
私
の
希
望
で
す
。
し
ば
し
ば
入
っ
て
掲
示
物

⑬
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を
読
む
う
ち
に
、
胸
の
片
隅
で
溢
れ
出
す
我
が
民
族
の
雄
大
な
力
を
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

　

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
偽
史
言
説
の
大
衆
化
を
実
践
し
た
当
事
者
が
軍
人
時
代
か
ら
民
族
精
神
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
韓
国
の
古

代
史
を
学
ぶ
動
機
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
偽
史
言
説
を
代
表
す
る
『
桓
檀
古
記
』
を
読
み
、
そ
れ
か
ら
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同
分
野

の
専
門
家
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
よ
り
体
系
的
に
古
代
史
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
偽
史
言
説
の
大
衆
化
を
考
え
る
上

で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
偽
史
言
説
の
主
な
生
産
者
は
、
偽
書
の
翻
訳
・
研
究
・
政
治
活
動

な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
少
数
の
「
在
野
史
学
」
の
専
門
家
の
枠
を
超
え
、
大
衆
文
学
作
家
だ
け
で
な
く
、
つ
い
に
平
日
に
は
歴
史
と
は
無
関
係

な
本
業
に
勤
め
、
週
末
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
会
社
員
の
よ
う
な
一
般
人
に
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
多
数
の
オ
ン
ラ
イ
ン
歴
史
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
誕
生
し
た
が
、
現
代
韓
国
の
偽

史
言
説
の
流
れ
を
考
え
る
と
、『
桓
檀
古
記
』
の
公
開
か
ら
す
で
に
二
〇
年
が
経
ち
、
そ
の
前
に
流
行
し
て
い
た
安
浩
相
、
朴

パ
ク
・
チ
ャ
ン
ア
ム

蒼
岩
な
ど
に
よ

る
偽
史
言
説
の
誕
生
か
ら
も
三
〇
年
近
い
年
月
が
経
っ
て
い
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
多
数
の
人
々

が
書
物
や
テ
レ
ビ
、
講
演
会
な
ど
、
伝
統
的
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
こ
と
よ
り
も
容
易
に
偽
史
言
説
の
消
費
と
生
産
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
「
フ
ァ
ン
パ
」（『
桓
檀
古
記
』
の
盲
目
的
な
追
従
者
と
い
う
意
味
の
俗
語
）
と
一
括
り
に
さ
れ
て
い
た
偽
史
言
説
の
追

従
者
た
ち
は
、
実
際
に
は
一
枚
岩
で
は
な
く
、
既
存
の
偽
史
言
説
と
は
異
な
る
新
し
い
偽
史
言
説
を
積
極
的
に
生
産
・
消
費
す
る
者
も
新
た
に

現
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
も
相
変
わ
ら
ず
偽
史
言
説
の
世
界
で
人
気
を
得
る
人
々
が
登
場
し
た
が
、
も
は
や
偽
史
言
説
は
ネ
ッ
ト

ユ
ー
ザ
ー
た
ち
の
自
発
的
な
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
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第
二
節　

新
し
い
偽
史
言
説
の
登
場
と
「
国
粋
主
義　
Ｖ
Ｓ　
反
国
粋
主
義
の
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
戦
争
」

　

一
九
九
〇
年
代
以
来
、
韓
国
の
偽
史
言
説
は
『
桓
檀
古
記
』
を
中
心
に
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
。『
桓
檀
古
記
』
が
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇

〇
〇
年
代
の
韓
国
社
会
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
「
フ
ァ
ン
パ
」
と
「
フ
ァ
ン
カ
」（『
桓
檀
古
記
』
な
ど
の
偽
史
言
説
を
強
く

批
判
す
る
人
々
を
意
味
す
る
俗
語
）
の
論
争
が
激
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
独
特
な
歴
史
観
を
持
ち
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
で
活
発
に
活
動
し
て
い
た
「
フ
ァ
ン
パ
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
がD

A
U
M

カ
フ
ェ
「
韓
民
族
の
本
当
の
歴
史
」（
以
下
、
正
式
略
称
で
あ
る
「
ハ

ン
サ
」
と
い
う
）
で
あ
る
。

　

「
ハ
ン
サ
」
の
主
張
は
、「
我
が
『
ハ
ン
サ
』
の
『
ノ
ウ
ハ
ウ
と
業
績
』」（
二
〇
〇
七
年
七
月
七
日
掲
載
）
と
い
う
文
章
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

「
ハ
ン
サ
」
が
韓
国
政
府
を
動
か
し
て
歴
史
教
科
書
検
定
制
を
採
択
さ
せ
た
と
い
っ
た
内
容
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な

内
容
は
省
略
す
る
。
本
文
で
特
に
目
立
つ
の
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①　

韓
国
の
歴
史
は
中
国
と
華
僑
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
た
。

②　

朝
鮮
の
王
族
（
全
州
李
氏
）
は
華
僑
で
あ
る
。

③　

女
真
、
契
丹
、
突
厥
、
倭
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
は
韓
国
の
分
派
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
、
テ
ュ
ル
ク
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
な
ど
、
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
系
民
族
を
一
つ
の
ツ
ラ
ン
民
族
と
し
て

捉
え
、
そ
の
統
合
と
協
力
を
主
張
す
る
植
民
地
期
の
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
を
継
承
し
て
い
た
偽
史
言
説
の
大
物
で
あ
る
文

ム
ン
・
ジ
ョ
ン
チ
ャ
ン

定
昌
の
主
張
か
ら
影
響
を

受
け
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
韓
国
の
歴
史
が
中
国
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
た
と
い
う
主
張
も
、
そ
れ
ま
で
の
偽
史
言
説
で
も
よ
く
指
摘
さ
れ

て
き
た
内
容
で
あ
り
、
特
に
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
一
三
九
二
年
に
建
国
さ
れ
た
朝
鮮
王
朝
の
王
族
が
華
僑
で
あ
る
と
主
張
し
、
彼
ら
を
忌 ⑮
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み
嫌
う
の
は
独
特
で
あ
る
が
、
朝
鮮
王
朝
が
中
国
の
優
位
を
認
め
て
仕
え
る
事
大
主
義
を
貫
い
て
い
た
軟
弱
な
国
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
根

拠
に
、
既
存
の
偽
史
言
説
で
は
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
理
解
し
難
い
主
張
で
は
な
い
。

　

「
ハ
ン
サ
」
の
最
大
の
特
徴
は
、『
演
史
』
と
『
清
然
史
』
と
い
う
非
公
開
史
書
を
主
張
の
根
拠
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
は
「
ハ

ン
サ
」
が
こ
れ
ら
の
「
史
書
」
に
関
し
て
説
明
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。

〔
韓
国
に
残
っ
て
い
る
正
史
に
つ
い
て
〕
内
容
は
実
証
し
た
結
果
、
李
朝
時
代
（
李
芳
遠
〔
朝
鮮
王
朝
の
三
代
王
で
あ
る
太
宗
、
イ
・
バ
ン
ウ
ォ
ン
〕）
に

多
く
の
部
分
が
捏
造
さ
れ
て
再
発
行
さ
れ
た
た
め
、
内
容
は
歪
曲
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
非
常
識
で
あ
る
た
め
、
信
頼
す
る
に
足
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、『
桓
檀
古
記
』
と
『
演
史
』
が
現
れ
ま
し
た
。

　

本
カ
フ
ェ
に
お
い
て
歴
史
を
判
断
す
る
基
準
は
、
こ
の
中
で
は
韓
民
族
の
歴
史
記
録
で
あ
る
『
演
史
』
で
す
。

　

本
カ
フ
ェ
の
運
営
陣
は
、『
演
史
』
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
研
究
し
た
結
果
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
を
広
く
発
信
す
る
た
め
に
こ

の
カ
フ
ェ
を
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

『
演
史
』
は
、
高
麗
の
末
裔
で
あ
る
女
真
族
（
満
洲
族
）
が
明
国
（
中
国
）
を
征
服
し
た
時
、
清
朝
・
太
宗
の
息
子
で
あ
る
順
治
帝
が
南
京
（
明
国
の

都
）
を
支
配
下
に
収
め
、
史
官
に
「
太
祖
は
、
わ
が
韓
（
汗
）
民
族
の
歴
史
は
悠
久
な
る
が
、
記
録
が
足
り
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
明
皇
室
書
庫
に
あ

っ
た
史
料
の
中
か
ら
、
韓
民
族
の
歴
史
を
個
別
で
整
理
せ
よ
！
」
と
命
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
韓
民
族
専
門
の
歴
史
書
で
す
が
、
清
朝
が
滅
亡
し
、

私
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
写
本
を
サ
ム
ウ
先
生
が
偶
然
に
当
時
の
関
係
者
の
末
裔
に
会
っ
て
入
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
て
も
珍
し
い
韓
民
族
の
歴
史

資
料
で
す
。

　

こ
の
内
容
か
ら
、「
ハ
ン
サ
」
が
『
桓
檀
古
記
』
の
権
威
を
認
め
な
が
ら
も
、「
韓
民
族
の
本
当
の
歴
史
」
と
し
て
『
演
史
』
中
心
の
新
し
い

偽
史
言
説
を
一
般
に
発
信
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
的
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
演
史
』
の
原
文
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
の
引
用

文
に
よ
る
と
『
演
史
』
の
「
研
究
」
は
す
で
に
完
了
し
て
お
り
、
残
る
課
題
は
「
広
く
発
信
す
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
「
大
衆
化
」
す
る
こ
と
で
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あ
る
と
い
う
認
識
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
『
桓
檀
古
記
』
の
権
威
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、『
桓
檀
古
記
』
と
『
演
史
』
と
の
違
い
に
つ

い
て
も
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
韓
民
族
の
歴
史
は
約
五
～
六
〇
〇
〇
年
前
、
新
羅
地
方
で
栄
え
、
次
第
に
北
進
し
、
最
初
の
帝
国
で
あ
る
ジ
ュ
シ
ン
〔
韓
国
の
偽
史
言
説
に

お
い
て
、
古
朝
鮮
に
つ
い
て
の
み
使
わ
れ
て
い
る
特
殊
な
呼
び
方
〕
帝
国
を
建
て
、
世
界
各
地
に
移
動
し
た
と
定
義
し
ま
す
。
こ
れ
が
『
桓
檀
古
記
』
と

は
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
た
ち
は
『
桓
檀
古
記
』
の
内
容
よ
り
『
演
史
』
の
内
容
が
よ
り
事
実
に
近
い
と
判
断
す
る
た
め
、
韓
民
族
歴
史
の
す

べ
て
の
定
義
を
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。
し
か
し
、『
桓
檀
古
記
』
が
偽
書
で
あ
る
と
判
断
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
通
し
て
い
る
部
分
も
あ

る
か
ら
で
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、『
演
史
』
と
『
清
然
史
』
の
写
本
、
所
蔵
者
と
さ
れ
る
サ
ム
ウ
先
生
の
正
体
は
一
度
も
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
重
要
な

の
は
、『
桓
檀
古
記
』
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
言
説
と
は
異
な
る
独
自
の
偽
史
言
説
が
ネ
ッ
ト
上
で
十
分
な
根
拠
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
自
由

に
誕
生
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
ハ
ン
サ
」
は
『
桓
檀
古
記
』
の
権
威
に
頼
り
な
が
ら
、
新
た
な
偽
史
言
説
を
創
造
し
、
そ
れ
を

『
桓
檀
古
記
』
よ
り
も
権
威
の
あ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
二
四
年
現
在
、
一
般
会
員
は
ほ
と
ん
ど
活
動
し
て

い
な
い
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
「
ハ
ン
サ
」
は
二
万
人
以
上
の
会
員
を
擁
し
、
会
員
た
ち
に
よ
る
積
極
的
な
投
稿
が
行
わ
れ
て
い
た
。
運
営
陣

が
創
り
出
し
た
偽
史
言
説
が
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
、
さ
ら
に
再
生
産
さ
れ
る
仕
組
み
が
、
一
時
的
で
は
あ
っ
た
が
構
築
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
仕
組
が
長
く
維
持
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、「
ハ
ン
サ
」
の
中
心
コ
ン
テ
ン
ツ
と
も
言
え
る
『
演
史
』
と
『
清
然
史
』
が

公
開
さ
れ
ず
、「
ハ
ン
サ
」
を
批
判
す
る
会
員
の
投
稿
は
「
便
所
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に
移
動
さ
せ
て
閲
覧
不
可
に
す
る
な
ど
、「
ハ
ン
サ
」
に

よ
る
一
方
的
な
運
営
が
行
わ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。「
便
所
」
コ
ー
ナ
ー
に
「
土
着
中
国
人
の
悪
質
な
書
き
込
み
」
と
い
う
説
明
が
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
反
中
を
掲
げ
る
「
ハ
ン
サ
」
の
意
図
が
窺
え
る
。

⑰
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こ
の
よ
う
な
偽
史
言
説
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
危
機
感
を
覚
え
、
反
発
す
る
人
々
も
存
在
し
て
い
た
。O

hm
yN

ew
s

の
記
事
「
フ
ァ

ン
パ
、
フ
ァ
ン
カ
、
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
か　

国
粋
主
義　
Ｖ
Ｓ　
反
国
粋
主
義
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
戦
争
」（
二
〇
〇
七
年
一
一
月
三
〇
日
）
の

内
容
を
引
用
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
〔
偽
史
言
説
が
流
行
す
る
〕
傾
向
に
不
満
を
持
つ
人
々
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
学
界
は
す
で
に
偽
書
と
判
定
し
た
た
め
公
式
的
な
対
応
は

控
え
て
い
た
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
『
桓
檀
古
記
』
に
反
対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
も
少
な
く
な
か
っ
た
。〔
中
略
〕
そ
れ
〔
偽
史
言
説
系
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

動
〕
に
反
対
す
る
フ
ァ
ン
カ
の
代
表
的
な
ケ
ー
ス
が
「dcinside

歴
史
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
あ
る
。「
歴
ギ
ャ
ル
」
と
呼
ば
れ
、『
桓
檀
古
記
』
に
排
他
的
な

立
場
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
歴
ギ
ャ
ル
で
活
動
す
る
論
客
た
ち
はegloos

〔
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
二
三
年
ま
で
存
在
し
て
い
た
韓
国
の
ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ

ス
〕
に
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
、
そ
こ
に
『
桓
檀
古
記
』
を
批
判
す
る
文
章
を
投
稿
し
て
い
る
。

　

ま
た
、N

A
V
ER

カ
フ
ェ
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
な
歴
史
カ
フ
ェ
で
あ
る
「
復
興　

戦
争
と
歴
史
」〔
現
在
の
カ
フ
ェ
名
は
「
復
興
」〕
の
場
合
、
徹
底

的
に
フ
ァ
ン
カ
の
立
場
に
あ
り
、
フ
ァ
ン
パ
の
こ
と
を
否
定
的
に
認
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
も
っ
と
も
専
門
的
な
歴
史
カ
フ
ェ
と
評
価
さ
れ

て
い
るD

A
U
M

カ
フ
ェ
「
我
が
歴
史
文
化
研
究
の
会
」、
通
称
「
歴
史
文
」
の
場
合
は
ど
ち
ら
の
立
場
に
も
立
っ
て
い
な
い
が
、
事
実
上
フ
ァ
ン
パ
に
冷

笑
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
。

　

フ
ァ
ン
パ
と
フ
ァ
ン
カ
は
、
互
い
の
主
張
を
め
ぐ
っ
て
論
争
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
が
「
韓
民
族
の
本
当
の
歴
史
」
とN

A
V
ER

知

識iN

〔N
A
V
ER

の
知
恵
袋
サ
ー
ビ
ス
〕
の
歴
史
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
と
の
衝
突
で
あ
る
が
、「
韓
民
族
の
本
当
の
歴
史
」
が
積
極
的
な
態
度
を
示
さ
ず
、
歴

史
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
の
一
方
的
な
勝
利
と
し
て
認
識
さ
れ
、
多
く
の
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
記
事
か
ら
は
、
偽
史
言
説
を
批
判
す
る
側
で
も
一
般
ユ
ー
ザ
ー
が
中
心
と
な
り
、
積
極
的
に
論
争
に
参
加
し
て
い
た
当
時
の
雰
囲
気
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
が
、N

A
V
ER

の
大
型
歴
史
カ
フ
ェ
「
復
興
」
で
多
数
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
二
四
年
現
在
、
同

カ
フ
ェ
の
特
別
会
員
で
あ
るthw

m
unba

（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
は
、egloos

に
も
歴
史
を
テ
ー
マ
に
す
る
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
た
こ
と
が
あ
り
、

⑱

231　（231）

韓国における偽史言説の「大衆化」とメディア（朴）



引
用
文
に
も
あ
るN

A
V
ER

知
識iN

で
の
論
争
に
も
参
加
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
「
復
興
」
に
も
偽
史

言
説
を
批
判
す
る
多
数
の
文
章
を
投
稿
し
て
い
る
た
め
、 O

hm
yN

ew
s

の
記
事
の
内
容
を
体
現
す
る
人
物
と
言
え
る
。
彼
は
二
〇
〇
八
年
三

月
六
日
か
ら
同
月
二
六
日
ま
で
「
在
野
史
学
」
を
批
判
す
る
た
め
の
連
載
を
行
っ
た
。
連
載
の
目
的
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

〔
前
略
〕
こ
れ
か
ら
し
よ
う
と
す
る
話
は
、
ま
さ
に
そ
の
「
在
野
史
学
」
に
関
し
て
、
で
あ
る
。
先
述
し
た
通
り
、
す
で
に
「
在
野
史
学
」
は
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
る
。
本
屋
に
並
べ
て
あ
る
本
の
ペ
ー
ジ
を
超
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
聞
、
放
送
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
映
画
や
大
衆
音
楽
、

ゲ
ー
ム
、
マ
ン
ガ
…
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
は
ど
こ
に
も
「
在
野
史
学
」
が
あ
る
。
歴
史
に
さ
ほ
ど
関
心
を
持
た
な
い
人
間
だ

と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
「
気
に
な
る
何
か
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
ぐ
ら
い
は
認
識
で
き
る
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ

う
な
主
張
を
広
く
発
信
し
て
い
く
人
々
の
中
に
は
、
社
会
へ
の
強
い
影
響
力
を
持
つ
人
物
も
い
る
。〔
中
略
〕
こ
れ
も
ま
た
先
述
し
た
通
り
、
彼
ら
は
決
し

て
自
分
た
ち
の
趣
味
活
動
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
が
常
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
「
国
史
」
の
多
く
の
内
容
が
間
違
っ
て
お
り
、

韓
国
の
歴
史
学
界
の
研
究
者
た
ち
は
私
た
ち
に
本
当
の
歴
史
を
伝
え
な
い
よ
う
、
歪
曲
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
い
う
主
張
を
図
々
し
く
行
っ
て
い
る
。
本

当
に
そ
う
だ
と
し
て
ら
そ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
主
張
が
嘘
だ
と
し
て
も
、
大
変
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
ど
う
し
て
そ
の

よ
う
な
ト
ン
デ
モ
歴
史
理
論
と
偽
り
に
頼
る
謀
略
が
大
衆
的
に
流
行
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
文
字
通
り
我
が
社
会
の
「
水
準
」
に
つ
い
て
嘆
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。〔
中
略
〕
と
に
か
く
誠
に
悲
し
く
て
惨
め
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
私
た
ち
が
感
じ
て
い
る
「
悲
し
さ
」「
惨
め
さ
」
は
果

た
し
て
ど
ち
ら
な
の
か
、
そ
し
て
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
。

　

こ
れ
は
学
界
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
歴
史
に
多
大
な
興
味
を
持
つ
一
人
の
カ
フ
ェ
利
用
者
に
ま
で
、
偽
史
言
説
の
拡
散
に
対
す
る
危
機
感

が
共
有
さ
れ
て
い
た
良
い
事
例
で
あ
る
。
彼
は
四
回
の
連
載
を
行
い
、
そ
の
後
も
度
々
偽
史
言
説
を
批
判
す
る
投
稿
を
行
い
、
会
員
た
ち
に
よ

る
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
カ
フ
ェ
を
始
め
と
す
る
歴
史
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ
の
よ
う
な
投
稿
が

⑲
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蓄
積
さ
れ
、
数
百
回
以
上
の
閲
覧
数
を
記
録
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

歴
史
学
の
研
究
者
も
一
部
活
動
し
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
基
本
的
に
匿
名
の
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、

歴
史
に
関
心
を
持
っ
て
い
れ
ば
誰
も
が
自
由
に
論
争
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
偽
史
言
説
を
批
判
的
に
検
討

し
よ
う
と
す
る
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
複
数
登
場
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
のegloos

に
は

歴
史
を
テ
ー
マ
に
す
る
ブ
ロ
グ
や
投
稿
が
公
開
さ
れ
る
「
歴
史
ヴ
ァ
リ
ー
」
が
存
在
し
、
多
数
の
歴
史
系
ブ
ロ
グ
が
開
設
さ
れ
た
。thw

m
unba

だ
け
で
な
く
、
先
行
研
究
で
言
及
し
た
イ
・
ム
ン
ヨ
ン
も
「
青
信
号
の
雑
学
多
識
」
と
い
う
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
、
偽
史
言
説
を
批
判
す
る
投
稿

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
上
の
「
歴
史
戦
争
」
は
、
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
行
わ
れ

た
歴
史
学
界
の
偽
史
言
説
批
判
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

偽
史
言
説
を
め
ぐ
っ
て
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
活
動
が
活
発
化
し
た
背
景
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
だ
け
で
な
く
、 

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
歴
史
資
料
（
史
料
の
原
典
・
論
文
な
ど
）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
韓
国
に
お
け
る
歴

史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
研
究
し
た
ジ
ュ
・
ソ
ン
ジ
（
二
〇
一
八
年
）
に
よ
る
と
、
歴
史
系
雑
誌
の
刊
行
や
大
衆
向
け
の
歴
史
書
の
刊
行
以
外

に
も
、「
歴
史
大
衆
化
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
要
素
と
し
て
情
報
技
術
の
発
達
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ジ
ュ
・
ソ
ン
ジ
が
指
摘
す
る
「
歴
史
の

大
衆
化
」
の
流
れ
は
、
こ
れ
ま
で
本
稿
で
述
べ
て
き
た
「
偽
史
言
説
の
大
衆
化
」
の
流
れ
と
一
致
し
て
い
る
。
専
門
家
に
よ
る
知
識
を
受
動
的

に
消
費
し
て
い
た
消
費
者
が
、
情
報
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
歴
史
資
料
を
積
極
的
に
利
用
し
、
自
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
産
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
一
九
九
九
年
か
ら
始
ま
っ
て
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
本
格
化
し
た
歴
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
歴
史
研
究
の
成
果
は
一
九
九
〇
年
代
に
比
べ
て
八
六
％
増
加
し
、
テ
レ
ビ
時
代
劇
の
放
映
数
も
一
九
九
〇
年
代
に

比
べ
て
二
倍
増
加
し
た
。
歴
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
さ
え
接
続
し
て
い
れ
ば
誰
も
が
歴
史
資
料
を
閲
覧
で
き
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
自
由
に
議
論
で
き
る
可
能
性
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
情
報
技
術
の
発
達
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
長
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
は
、
偽
史
言
説
の
大
衆
化
の

⑳
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み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
関
す
る
研
究
成
果
の
大
衆
化
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
偽
史
言
説

の
生
産
者
は
一
般
大
衆
の
レ
ベ
ル
に
到
達
し
、
前
例
の
な
い
規
模
で
偽
史
言
説
を
消
費
・
再
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、

二
〇
一
〇
年
代
に
お
け
る
歴
史
論
争
の
背
景
と
し
て
意
義
が
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
は
「
在
野
史
学
」
と
「
講
壇
史
学
」
の
専
門
家
あ
る

い
は
従
事
者
と
い
う
従
来
の
対
立
構
図
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
を
中
心
と
し
た
一
般
大
衆
が
新
た
な
対
立
の
中
核
を
担
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

キ
ム
・
ミ
ョ
ン
ジ
ン
「
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
到
来
」

（
我
が
歴
史
ネ
ッ
ト
『
韓
国
文
化
史
』
国
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
、

http://contents.history.go.kr/front/km
/view

.do?levelId=km
_004_	

0060_0020_0030

）（
二
〇
二
四
年
九
月
二
三
日
最
終
閲
覧
）。

キ
ム
・
ソ
ヨ
ン
「『
つ
い
て
こ
ら
れ
る
？
』
四
三
年
前
に
始
ま
っ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
超
強
国
の
神
話
」（『
マ
ネ
ー
ト
ゥ
デ
イ
』
二
〇
二
四
年
五
月
三
一
日
、

https://new
s.m

t.co.kr/m
tview

.php?no=2024053017241525087

）（
二
〇
二

四
年
九
月
二
三
日
最
終
閲
覧
）。

ジ
ョ
ン
・
ヒ
ョ
ク
ジ
ュ
ン
「
三
足
烏
と
蚩
尤
天
王
2
」（『
ハ
ン
ギ
ョ
レ
』
二
〇

〇
六
年
九
月
二
七
日
、https://w

w
w
.hani.co.kr/arti/culture/culture_gen	

eral/160578.htm
l

）（
二
〇
二
四
年
九
月
二
三
日
最
終
閲
覧
）。

ジ
ョ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
「
東
北
工
程
以
降
の
韓
中
両
国
の
認
識
の
違
い
に
関
す
る

比
較
研
究
」（『
中
国
学
』
三
一
号
、
大
韓
中
国
学
会
、
二
〇
〇
八
年
）
五
六
五
～

五
六
七
頁
。

李
明
博
「［
新
年
の
ご
挨
拶
］
李
明
博
ソ
ウ
ル
特
別
市
長
」（『
マ
ネ
ー
ト
ゥ
デ

イ
』
二
〇
〇
三
年
一
二
月
三
一
日
、https://n.new

s.naver.com
/m

new
s/

article/008/0000359560?sid=101

）（
二
〇
二
四
年
九
月
二
三
日
最
終
閲
覧
）。

リ
ュ
・
ソ
ク
ジ
ン
他
「
オ
ン
ラ
イ
ン
新
民
族
主
義
の
政
治
化
の
可
能
性
：
韓
・

中
・
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
葛
藤
類
型
と
拡
散
事
例
を
中
心
に
」（『
韓
国
政
治
研
究
』

二
二
巻
三
号
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
韓
国
政
治
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）
一
五
三
～
一

五
四
頁
。

リ
ュ
・
ソ
ク
ジ
ン
「
デ
ジ
タ
ル
記
憶
空
間
に
お
い
て
民
族
主
義
が
発
現
す
る
方

式
に
関
す
る
研
究
」（『
民
族
研
究
』
七
五
号
、
韓
国
民
族
研
究
院
、
二
〇
二
〇

年
）
一
〇
〇
～
一
〇
六
頁
。

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ギ
ル
「
市
民
参
加
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ

ィ
ア
討
論
部
屋
─
可
能
性
と
限
界
」（『
談
論
2
0
1
』
九
巻
三
号
、
韓
国
社
会
歴

史
学
会
、
二
〇
〇
六
年
）
四
二
頁
。

同
前
、
六
九
頁
。

ソ
・
イ
ジ
ョ
ン
他
「
中
国
と
韓
国
の
サ
イ
バ
ー
民
族
主
義
の
比
較
研
究
序
言
」

（『
世
界
政
治
』
一
八
巻
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
国
際
問
題
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）

二
四
五
頁
。

ソ
ン
・
ヨ
ン
デ
「
フ
ァ
ン
パ
、
フ
ァ
ン
カ
、
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
か　

国
粋

主
義　
Ｖ
Ｓ　
反
国
粋
主
義
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
戦
争
」（O

hm
yN

ew
s

、
二
〇
〇
七

年
一
一
月
三
〇
日
、https://w

w
w
.ohm

ynew
s.com

/N
W

S_W
eb/V

iew
/at_	

pg.aspx?CN
T
N
_CD

=A
0000778164

）（
二
〇
二
四
年
九
月
二
三
日
最
終
閲

覧
）。

「N
A
V
ER

「
カ
フ
ェ
シ
ー
ズ
ン
2
」、
初
日
か
ら
不
具
合
が
続
く
…
会
員
た
ち

は
「
失
望
」」（『
ス
ポ
ー
ツ
朝
鮮
』
二
〇
〇
七
年
八
月
三
日
、https://sports.

①②③④⑤⑥
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chosun.com
/new

s/new
s_o2.htm

?nam
e=/new

s/life/200708/20070804/	
78d23205.htm

）（
二
〇
二
四
年
一
二
月
一
六
日
最
終
閲
覧
）、「
大
型
ポ
ー
タ
ル
、

激
し
い
「
カ
フ
ェ
」
競
争
…D

A
U
M

は
七
〇
〇
万
─N

A
V
ER

は
三
五
〇
万
」

（『Edaily

』
二
〇
〇
七
年
八
月
六
日
、https://w

w
w
.edaily.co.kr/N

ew
s/

Read?new
sId=01905686583224696&

m
ediaCodeN

o=257&
O
utLnkChk

=Y

）（
二
〇
二
四
年
一
二
月
一
六
日
最
終
閲
覧
）。

ハ
ン
・
ユ
ン
ジ
ョ
ン
「
サ
イ
バ
ー
歴
史
攻
防
『
上
古
史
混
乱
し
て
い
る
』」

（『
京
郷
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
二
月
二
一
日
、https://m

.khan.co.kr/culture/
scholarship-heritage/article/200202212246271#c2b

）（
二
〇
二
四
年
九

月
二
三
日
最
終
閲
覧
）。

ク
ォ
ン
・
ユ
ン
ヨ
ン
「
我
が
歴
史
の
秘
密
に
会
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」（O

hm
-

yN
ew

s

、
二
〇
〇
四
年
三
月
三
日
、https://m

.ohm
ynew

s.com
/N

W
S_W

eb/	
M

obile/at_pg.aspx?CN
T
N
_CD

=A
0000172325#cb

）（
二
〇
二
四
年
九
月

二
三
日
最
終
閲
覧
）。

マ
ン
チ
ュ
リ
ア
「
我
が
『
ハ
ン
サ
』
の
『
ノ
ウ
ハ
ウ
と
業
績
』」（K

H
A
N
-

K
O
REA

、
二
〇
〇
七
年
七
月
七
日
、https://cafe.daum

.net/khankorea/	
6oea/8

）（
二
〇
二
四
年
九
月
二
三
日
最
終
閲
覧
）。

寂
し
い
ジ
プ
シ
ー
「
演
史
」（K

H
A
N
K
O
REA

、
二
〇
〇
六
年
七
月
一
一
日
、

https://cafe.daum
.net/khankorea/6T

sL/120

）（
二
〇
二
四
年
九
月
二
三

日
最
終
閲
覧
）。

同
前
。

注
⑪
と
同
じ
。

thw
m
unba

「［
在
野
史
学
］
一
．<Introduction>

「
何
を
、
ど
う
し
て
」」

（N
A
V
ER

カ
フ
ェ
「
復
興
」、
二
〇
〇
八
年
三
月
六
日
、https://cafe.naver.

com
/booheong/29246

）（
二
〇
二
四
年
一
二
月
二
六
日
最
終
閲
覧
）。

ジ
ュ
・
ソ
ン
ジ
「
歴
史
大
衆
化
と
デ
ジ
タ
ル
歴
史
史
料
─
歴
史
消
費
の
変
曲
」

（『
歴
史
民
俗
学
』
五
五
号
、
韓
国
歴
史
民
俗
学
会
、
二
〇
一
八
年
）
三
一
頁
。

同
前
、
三
二
頁
。

同
前
、
三
三
、
三
八
、
四
一
頁
。

お　

わ　

り　

に

　

こ
こ
ま
で
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
の
韓
国
に
お
け
る
大
衆
文
学
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
、
偽
史

言
説
の
「
大
衆
化
」
の
事
例
を
検
討
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
は
、
主
に
安
浩
相
、
林
承
國
、
朴
蒼
岩
、
李
裕
岦
と
い
っ
た
「
専
門
家
」

た
ち
が
『
自
由
』
を
中
心
に
偽
史
言
説
を
生
産
し
、
政
治
・
教
育
政
策
に
そ
れ
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代

以
降
、
急
激
に
変
化
し
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
中
で
、
彼
ら
の
影
響
を
受
け
た
新
世
代
の
大
衆
文
学
作
家
た
ち
が
偽
史
言
説
を
受
容
し
、
再

生
産
す
る
様
相
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
過
程
で
『
桓
檀
古
記
』
の
内
容
は
作
り
変
え
ら
れ
、
海
外
の
オ
カ
ル
ト
や
偽
史

⑬⑭⑮

⑯⑰⑱⑲⑳㉑㉒
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言
説
と
結
合
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
外
も
あ
る
が
、
多
く
の
作
家
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
目
的
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
の
小

説
の
執
筆
で
あ
り
、
偽
史
言
説
の
普
及
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
退
魔
録
』
と
『
コ
リ
ア
ド
ッ
ト
コ
ム
』
の
販
売
部
数
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
偽
史
言
説
は
よ
り
多
数
の
大
衆
に
広
く
発
信
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
歴
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
カ
フ
ェ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
よ
り
、
誰
で
も
論
文
・
史
料
を
閲
覧
し
、
独
自
の
言
説
を
生
産
で
き
る
時
代
が
到
来
し
た
。

偽
史
言
説
の
受
動
的
な
消
費
者
が
能
動
的
に
議
論
に
参
加
し
た
り
、
独
自
の
言
説
を
生
産
し
た
り
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
桓
檀

古
記
』
な
ど
、
既
存
の
偽
史
言
説
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
生
産
者
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
形
の
新
し
い
偽
史
言
説
が
誕
生
す
る
事
例
も
見
ら
れ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
、
一
貫
し
た
流
れ
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
人
々
が
偽
史
言
説
を
消

費
・
生
産
す
る
主
体
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
偽
史
言
説
を
消
費
・
生
産
す
る
人
々
の
範
囲
が
拡
大
す
る
の
に

比
例
し
て
そ
の
内
容
も
多
様
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
ず
か
二
〇
年
で
偽
史
言
説
の
生
産
と
消
費
の
様
態
は
劇
的
に
変
化
し
た

の
で
あ
る
。

　

偽
史
言
説
の
生
産
・
消
費
の
主
体
が
次
第
に
分
化
し
、
権
威
あ
る
専
門
家
よ
り
も
匿
名
の
個
人
の
自
発
的
な
活
動
に
よ
っ
て
偽
史
言
説
が
支

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
様
相
そ
の
も
の
が
、
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
を
示
し
て
い
る
。
今
後
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
が
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
偽
史
言
説
の
生
産
・
消
費
の
主
体
は
さ
ら
に
分
化
し
、
そ
の
内
容
も
さ
ら
に
多
様
化
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。
実
際
、Y

ouT
ube

やT
ikT

ok

の
登
場
に
よ
り
、
次
第
に
多
く
の
人
々
が
文
字
で
は
な
く
動
画
を
通
じ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生

産
す
る
時
代
が
到
来
し
、
偽
史
言
説
の
信
奉
者
た
ち
も
そ
の
変
化
を
受
け
入
れ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
同
じ
く
、
偽
史
言
説
に
批
判
的
な

歴
史
マ
ニ
ア
た
ち
も
学
界
の
研
究
成
果
と
史
料
を
閲
覧
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
自
由
に
生
産
し
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
で
拡
散
し
た
「
通
説
」
を
研

究
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
やY

ouT
ube

を
通
し
て
批
判
・
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
も
一
般
化
し
て
い
る
。
二
〇
二
四
年
現
在
、
ネ
ッ
ト
上
で
「
フ
ァ
ン
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パ
」
の
影
響
力
が
弱
化
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
の
も
、
偽
史
言
説
に
対
す
る
批
判
が
学
界
と
歴
史
マ
ニ
ア
に
よ
っ
て
積
極
的
に
広
め
ら
れ
た

結
果
で
も
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
が
「
歴
史
大
衆
化
」
よ
り
も
成
功
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
理
由
は
何
か
。
こ
れ
ま
で
の
内

容
か
ら
考
え
る
と
、
第
一
に
、
歴
史
と
現
実
の
複
雑
さ
と
研
究
の
難
し
さ
に
比
べ
、
二
項
対
立
の
論
理
に
基
づ
い
て
大
衆
の
民
族
主
義
的
な
感

性
を
刺
激
す
る
偽
史
言
説
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
方
向
性
が
、
歴
史
に
ロ
マ
ン
を
求
め
る
人
々
に
と
っ
て
遙
か
に
魅
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
歴
史
学
の
研
究
成
果
は
、
偽
史
言
説
の
信
奉
者
た
ち
が
求
め
る
都
合
の
良
い
物
語
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
そ
の
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
偽
史
言
説
は
最
初
か
ら
信
奉
者
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
物
語
と
し
て
誕
生
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
偽
史
言
説
の
信
奉
者
た
ち
の
第
一
目
標
は
学
術
研
究
で
は
な
く
、「
大
衆
化
」
に
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
韓
国

の
偽
史
言
説
の
信
奉
者
た
ち
は
、「
外
国
や
売
国
奴
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
て
い
な
い
民
族
の
真
の
歴
史
」
が
存
在
し
、「
植
民
史
学
ま
た
は
講
壇

史
学
に
対
抗
し
、
本
当
の
歴
史
を
大
衆
に
広
く
発
信
す
べ
き
だ
」
と
い
う
一
種
の
正
義
感
に
基
づ
く
信
念
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
偽
史

言
説
の
専
門
家
た
ち
が
教
育
政
策
な
ど
を
通
じ
て
偽
史
言
説
の
公
式
的
な
発
信
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
過
去
と
は
違
っ
て
、
現
在
で
は
先
述
し

た
正
義
感
や
信
念
に
基
づ
い
て
講
壇
史
学
（
ま
た
は
植
民
史
学
）
と
戦
う
よ
う
に
な
っ
た
一
般
人
が
、
そ
う
で
な
い
一
般
人
に
対
し
て
偽
史
言
説

を
発
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
マ
ン
を
求
め
る
人
々
に
ロ
マ
ン
を
提
供
す
る
と
い
う
、
需
要
と
供
給
が
一
致
す
る
環
境
が
整
っ
て

い
た
二
〇
〇
〇
年
前
後
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
が
著
し
い
も
の
に
見
え
た
の
も
お
か
し
く
な
い
。

　

最
後
に
、
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
は
、
民
族
主
義
を
刺
激
す
る
事
件
が
続
発
し
、
韓
国
史
へ
の
大
衆
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
が
急
激
に
変
化
し
て
い
た
時
期
が
重
な
っ
た
結
果
と
理
解
で
き
る
。
も
し
片
方
が
欠
け
て
い

た
な
ら
ば
、
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
は
実
現
が
困
難
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
偽
史
言
説
を
断
固
拒
否
す
る
雰
囲
気
が
強
い
中
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
メ
デ
ィ
ア
環
境
が
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
に
有
利
な
方
向
に
働
い
た
と
し
て
も
、
偽
史
言
説
は
拡
散
せ
ず
、
失
速
し
た
か
も
し
れ
な

い
。
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実
際
、
二
〇
二
四
年
現
在
、
多
く
の
偽
史
言
説
関
係
の
サ
イ
ト
や
カ
フ
ェ
は
も
は
や
運
営
さ
れ
て
お
ら
ず
、
閲
覧
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
カ
フ
ェ
で
の
偽
史
言
説
の
生
産
と
消
費
自
体
が
時
代
遅
れ
と
な
り
、
そ
の
内
容
も
真
面
目
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、『
桓
檀
古
記
』
に
対
す
る
体
系
的
な
批
判
が
広
ま
り
、
韓
国
社
会
で
「
絢
爛
た
る
古
代
史
」
を
求
め
る
傾
向
が
過
去
に

比
べ
て
弱
ま
っ
た
こ
と
、『
桓
檀
古
記
』
が
登
場
し
て
以
降
、
そ
れ
を
凌
駕
す
る
偽
書
や
偽
史
言
説
が
登
場
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
、「
歴
史
大
衆
化
」
は
偽
史
言
説
の
「
大
衆
化
」
と
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
学
界
の
努
力

不
足
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
発
信
し
た
い
内
容
や
そ
の
目
的
が
根
本
的
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
偽
史
言
説
を
根
絶
す
る

こ
と
も
、
個
々
の
社
会
的
な
文
脈
の
中
で
歴
史
に
ロ
マ
ン
を
求
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
歴
史
上
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
事
実
を
考
え
る
と
、

不
可
能
に
近
い
と
言
え
る
。
両
者
の
出
発
点
が
異
な
る
こ
と
を
前
提
に
、
変
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
方
向
性
と
偽
史
言
説
の
流
行
の
背
景
を

理
解
し
、
ジ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ウ
ク
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
史
実
を
取
り
巻
く
数
多
い
文
脈
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ
と
」
こ
そ
、

「
歴
史
大
衆
化
」
の
実
現
に
お
い
て
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ジ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ウ
ク
「
欲
望
す
る
歴
史
を
い
か
に
受
け
入
れ
る
べ
き
か
─
『
似

而
非
歴
史
学
』
批
判
」（
若
い
歴
史
学
者
の
会
『
韓
国
古
代
史
と
似
而
非
歴
史

学
』
歴
史
批
評
社
、
二
〇
一
七
年
）
二
九
七
頁
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
）

①

①
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The Popularization of Pseudo-Historical Discourse in South Korea 
and its Relationship with the Media Environment

by

PARK Kitae

　The purpose of this paper is to examine the “popularization” of pseudo-
historical discourse in Korea based on the changes in the media 
environment from the 1990s to the 2000s, and to clarify the process of its 
diffusion and transformation. In response to two issues addressed in 
previous research, namely the lack of interdisciplinary examination of the 
background to the spread of pseudo-historical discourse and the lack of 
examination of the relationship between the popularizing history and the 
critique of pseudo-history, I will analyze how pseudo-historical discourse 
has been accepted and reproduced.
　This paper examines changes and provides specific examples of the 
media environment related to the production and consumption of pseudo-
historical discourse from the 1990s to the 2010s. I analyze popular 
literature, Internet communities, and online controversies to elucidate the 
influence of the media environment on the spread of pseudo-historical 
discourse. In particular, this paper focuses on the impact of the growth of 
popular literature and the spread of the Internet on the “popularization” of 
pseudo-historical discourse.
　Within this paper, I first summarize the trends, characteristics, and 
issues found in previous research on pseudo-historical discourse and forged 
writings in Korea. Before examining them, I divided the studies into those 
done prior to the year 2000 and those from 2010 onwards, and I confirmed 
that behind these studies of the diffusion of pseudo-historical discourse and 
its influence was a sense of crisis in the community of academic historians.
　Next, based on the trends and issues dealt with in previous research, I 
saw the “popularization” of pseudo-historical discourse accompanying 
changes in the media environment from the dynamic perspective of 
“production and consumption” and classified the diffusion process. 
Specifically, I analyzed the content and characteristics of pseudo-historical 
discourse found in popular literature that had become popular in Korea in 
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the 1990s, the themes of pseudo-historical discourse in large online 
communities (“cafes”) created in the 2000s, and the historical background 
surrounding them. In this way, I have clarified that while pseudo-historical 
discourse displays patriotic and xenophobic characteristics, pseudo-
historical discourse has been widely disseminated to the masses through 
popular literature, and that the spread of the Internet has transformed 
consumers of conventional passive pseudo-historical discourse into 
producers of it.
　This paper elucidates these consistent trends of “popularization” of 
pseudo-historical discourse since the 1990s. Due to changes in the media 
environment, more and more people gradually became involved not only as 
consumers of pseudo-historical discourse, but also as active producers. This 
trend includes the acceleration of the spread of the Internet around the 
year 2000, and the confrontation between critics and followers of pseudo-
historical discourse in the Internet controversies of the 2010s, and finally 
the process of the weakening power of believers. It also points out that 
the reinvigoration of criticism of pseudo-historical discourse in the late 
2010s may have developed in continuity with the Internet debates that 
preceded it.
　Through these studies, this paper examines the transformation of 
pseudo-historical discourse from a long-term perspective and dynamically 
elucidates its relationship with the media. It points out that the trend of 
consuming existing pseudo-historical discourses and producing original 
discourses through online communities where non-expert individuals can 
easily browse and freely use historical materials is an important insight 
into the “popularizing history” that has been sought in the academic 
discipline of history.

Keywords ;  Pseudo-History, Popular Literature, Internet Community,   
Popularizing History, Media Environment
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